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市の人口と予算�
【人口・世帯】�〈5月1日現在〉�
合�計�＝�154,074人�（＋400）�（　）内は前月比�
男�＝�76,393人�（＋239）�
女�＝�77,681人�（＋161）�
世�帯�＝�58,687世帯�（＋320）�
【予算】�〈5月1日現在〉�
一 般 会 計＝347億5千万円�
特別・企業会計＝388億52万円�

　

地
域
で
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
整
備
を

め
ざ
し
市
で
は
今
年
度
か
ら
、
私
立
幼
稚
園
に
通
園

さ
れ
て
い
る
お
子
さ
ん
の
保
護
者
の
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
園
児
補
助
金
を
増
額
し
ま
す
。
こ
の
補
助

金
は
、
国
や
県
の
補
助
で
は
な
い
流
山
市
の
単
独
補

助
制
度
で
、
保
護
者
の
所
得
な
ど
に
関
係
な
く
一
律

に
支
給
す
る
も
の
で
す
。
今
後
、
私
立
幼
稚
園
の
重

要
性
が
増
し
て
い
く
こ
と
か
ら
、
公
立
幼
稚
園
の
見

直
し
に
伴
う
財
源
等
を
も
と
に
子
育
て
支
援
施
策
の

一
環
と
し
て
増
額
す
る
も
の
で
す
。

園
児
補
助
金
を
増
額

負
担
を
軽
減
し
子
育
て
を
支
援

　保護者の所得などに関係なく一律に支給されます

　

市
で
は
、
私
立
幼
稚
園

に
在
園
す
る
園
児
の
保
護

者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減

し
、
幼
児
教
育
の
振
興
を

私立幼稚園

図
る
た
め
私
立
幼
稚
園
児

補
助
金
の
交
付
を
行
っ
て

い
ま
す
。

�
　

▽
補
助
金
が
受
け
ら
れ

る
方
＝
６
月
１
日
現
在
、

市
内
に
住
民
票
が
あ
り
、

私
立
幼
稚
園
に
在
園
す
る

園
児
の
保
護
者
▽
補
助
金

＝
３
歳
児
（
平
成　

年
４

１４

月
２
日
〜
平
成　

年
４
月

１５

１
日
生
ま
れ
）
は
年
額
１

万
円
（
従
来
ど
お
り
）、
４

・
５
歳
児
（
平
成　

年
４

１２

月
２
日
〜
平
成　

年
４
月

１４

幼
稚
園
を
通
じ
て

手
続
き
を

１
日
生
ま
れ
）
は
年
額
２

万
円
（
従
来
は
１
万
７
０

０
０
円
）
▽
申
請
方
法
＝

お
子
さ
ん
が
在
園
し
て
い

る
私
立
幼
稚
園
か
ら
６
月

以
降
に
「
委
任
状
」
と
い

う
名
称
の
補
助
金
申
請
書

類
が
配
布
さ
れ
ま
す
の
で
、

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

押
印
し
幼
稚
園
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
▽
支
給
＝
対

象
と
な
っ
た
方
に
後
日
、

市
教
育
委
員
会
か
ら
幼
稚

園
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し

ま
す

　

□問
 

学
校
教
育
課
�
７
１

５
０
―
６
１
０
４

ほ
っ
と

プ
ラ
ザ

�

下
花
輪
オ
ー
プ
ン

福
祉
作
業
所
に
よ
る
お
店
も

　

４
月　

日
、
ほ
っ
と
プ

２４

ラ
ザ
下
花
輪
の
オ
ー
プ
ン

セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、

地
元
自
治
会
や
地
権
者
な

ど
多
く
の
関
係
者
が
完
成

を
祝
い
ま
し
た
。

　

ほ
っ
と
プ
ラ
ザ
下
花
輪

は
、
２
万
１
５
５
４
平
方

メ
ー
ト
ル
の
敷
地
に
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
平

屋
建
て
の
福
祉
会
館
施
設

と
多
目
的
広
場
な

ど
の
屋
外
施
設
が

あ
り
ま
す
。

　

福
祉
会
館
部
分

に
は
、
多
目
的
集

会
室
や
会
議
室
、

和
室
な
ど
の
集
会

施
設
を
中
心
に
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
余
熱
を
利
用
し

た
浴
室
や
床
暖
房

な
ど
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
物

産
販
売
を
行
う 

「
ふ
る
さ
と
コ
ー

ナ
ー
ひ
ば
り
」
も
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
同
コ
ー
ナ

ー
は
、
障
害
者
の
就
労
の

場
と
ふ
る
さ
と
産
品
の
販

売
や
地
産
地
消
の
充
実
な

ど
を
目
的
に
福
祉
作
業
所

「
南
天
の
木
」（
山
本
き
よ

み
代
表
）
が
運
営
し
て
い

ま
す
。

　

指
定
管
理
者
制
度
を
導

入
し
、
開
館
時
間
は
、
午

前
９
時
か
ら
午
後　

時
ま

１０

で
で
年
末
年
始
を
除
き
年

中
無
休
で
運
営
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
自
由
に
血

圧
な
ど
を
測
る
こ
と
が
で

き
る
健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー

ナ
ー
が
設
置
さ
れ
、
毎
月

第
２
・
４
金
曜　

時　

分

１２

３０

〜　

時　

分
に
は
、
健
康

１５

３０

相
談
も
行
わ
れ
ま
す
。
屋

外
に
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど

が
楽
し
め
る
多
目
的
広
場

を
は
じ
め
遊
具
を
備
え
た

子
ど
も
広
場
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
ぜ
ひ
、ご
利
用
を
。

　

□問
 

ほ
っ
と
プ
ラ
ザ
下
花

輪
�
７
１
５
０
―
４
１
２

６

　ふるさとコーナーひばりもご利用を

恵
良
さ
ん
環
境
大
臣
表
彰

み
ど
り
の
日　
自
然
環
境
功
労
者

　

５
月
２
日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
さ

と
や
ま
の
恵
良
好
敏
理
事

長
が
市
長
室
を
訪
問
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
４
月

　

日
、
新
宿
御
苑
１
０
０

２８周
年
記
念
式
典
の
席
上
、

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

恵良好敏さん

公益事業補助
初の公開審査
１０事業決まる

　

流
山
市
民
活
動
団
体
公

益
事
業
補
助
金
の
公
開
審

査
が
４
月
８
日
、
市
役
所

で
開
か
れ
ま
し
た
＝
写
真
。

　

こ
れ
は
、
協
働
ま
ち
づ

く
り
提
案
調
整
会
議
が
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
実

現
に
向
け
て
、
市
民
の
公

益
事
業
に
対
し
、
事
業
の

必
要
性
や
先
駆
性
、
さ
ら

に
は
計
画
の
具
体
性
、
現

実
性
な
ど
一
定
の
審
査
基

準
に
基
づ
い
て
い
る
か
ど

う
か
を
審
査
し
た
も
の
で

す
。

　

こ
の
初
め
て
の
審
査
会

に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
展
開
し
て
い
る
団
体
か

ら　

事
業
の
応
募
が
あ
り
、

１５
一
般
公
開
で
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、

公
募
市
民
を
含
め
た
委
員

に
よ
っ
て　

事
業
が
推
薦

１０

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の　

事
１０

業
に
つ
い
て
は
、
４
月　
２１

日
の
補
助
金
審
議
会
に
報

告
さ
れ
、
本
市
初
の
「
市

民
公
益
事
業
」
と
し
て
の

補
助
金
交
付
が
決
定
し
ま

し
た
。
推
薦
さ
れ
た
事
業

・
実
施
団
体
は
次
の
と
お

り
で
す
。

〈
順
不
同
〉

　

▽
子
供
の
体
験
的
学
習

会
、
稚
魚
放
流
会
、
水
域

の
清
掃
会
、
会
報
の
発
行

等
の
事
業
（
富
士
川
に
清

流
を
取
り
戻
す
会
）
▽
ホ

タ
ル
の
復
活
・
再
生
事
業

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ホ
タ
ル
野
）
▽

地
球
温
暖
化
防
止
の
環
境

講
座
お
よ
び
そ
の
推
進
展

示
活
動
事
業
（
温
暖
化
防

止
な
が
れ
や
ま
）
▽
Ｔ
Ｘ

開
通
に
伴
う
資
源
再
認
識

と
四
季
別「
散
策
コ
ー
ス
」

策
定
等
事
業
（
ま
ち
な
み

会
）
▽
「
利
根
運
河
花
ご

よ
み
」冊
子
作
成
事
業（
利

根
運
河
の
生
態
系
を
守
る

会
）
▽
男
女
共
同
参
画
社

会
の
形
成
の
促
進
を
図
る

事
業
（
流
山
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
）
▽
子
育
て
応
援

者
養
成
講
座
事
業
（
流
山

お
や
こ
劇
場
）
▽
未
就
園

児
の
親
子
の
た
め
の
サ
ー

ク
ル「
ぶ
ら
ん
こ
」事
業（
流

山
お
や
こ
劇
場
）
▽
成
長

期
に
お
け
る
「
自
然
と
の

ふ
れ
あ
い
」、「
人
と
人
と

の
ふ
れ
あ
い
」
の
場
づ
く

り
事
業
（
流
山
プ
レ
ー
パ

ー
ク
は
ら
っ
ぱ
）
▽
休
耕

地
活
用
を
目
指
し
た
野
菜

づ
く
り
体
験
事
業
（
体
験

農
園
・
野
良
）

　

□問
 

市
民
活
動
推
進
セ
ン

タ
ー
�
７
１
５
０
―
４
３

５
５

恵
良
さ
ん
が
「
み
ど
り
の

日
」
自
然
環
境
功
労
者
と

し
て
、
小
池
環
境
大
臣
か

ら
表
彰
さ
れ
た
こ
と
か
ら

そ
の
報
告
に
来
訪
さ
れ
た

も
の
で
す
。恵
良
さ
ん
は
、

環
境
保
全
活
動
を
は
じ
め

本
市
の
廃
棄
物
対
策
審
議

会
副
会
長
や
公
民
館
運
営

審
議
会
委
員
な
ど
と
し
て

も
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
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　活発な意見交換が行われている市民協議会

安
全
に
移
動
で
き
る
ま
ち
へ

交
通
バ
リ
ア

フ
リ
ー

�

基
本
構
想
を
策
定

自
治
基
本
条
例
制
定
へ

自
治
基
本
条
例
制
定
へ

市
民
協
議
会
で
本
格
作
業
ス
タ
ー
ト

市
民
協
議
会
で
本
格
作
業
ス
タ
ー
ト

◆情報公開に関する実施機関別の開示請求等状況
取り下げ不 存 在不 開 示部分開示全部開示請求等実施機関
172141236市　長

112教育委員会
22消防長

182161340計

◆個人情報保護に関する実施機関別の開示請求等状況
取り下げ不 存 在不 開 示部分開示全部開示請求等実施機関

1124市　長
1214教育委員会
2338計

※上記以外の実施機関については、開示請求等がありませんでした
※「不存在」とは、開示請求に係る公文書が存在しなかったものです

　

平
成　

年
度
の
制
定
を
目
指
し
、
本
市
で
は
現
在
、

１９

自
治
体
運
営
の
基
本
理
念
や
原
則
な
ど
を
示
す
「（
仮

称
）
自
治
基
本
条
例
」
の
策
定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
条
例
は
、市
民
参
加
や
情
報
の
共
有
、市
民
と
行
政

の
役
割
分
担
な
ど
を
定
め
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
の
も
の
で
す
。
目
下
、
本
条
例
の
原
案
づ
く

り
が
、
公
募
の
市
民
を
中
心
に
組
織
さ
れ
た
自
治
基
本

条
例
策
定
市
民
協
議
会
で
、本
格
的
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　

４
月　

日
、
市
民
協
議

２７

会
と
市
長
と
の
間
で
、「
自

治
基
本
条
例
素
案
の
策
定

に
関
す
る
協
定
」
が
締
結

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、市
民
協
議
会
は
、

Ｐ
Ｉ
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
イ
ン

ボ
ル
ブ
メ
ン
ト
）
と
い
う

手
法
で
、自
治
会
や
議
会
、

学
校
、
各
種
団
体
等
へ
直

接
出
向
い
た
り
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
な
ど

し
て
、
自
治
基
本
条
例
の

性
質
や
作
成
経
緯
な
ど
の

説
明
を
行
い
、
ま
た
、
多

く
の
市
民
の
方
々
と
意
見

交
換
し
、
そ
の
結
果
を
反

映
さ
せ
な
が
ら
自
治
基
本

条
例
の
原
案
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
の
協
定
の
締
結
は
、

自
治
基
本
条
例
の
素
案
づ

く
り
を
進
め
る
に
当
た
っ

て
、
市
民
協
議
会
と
市
の

役
割
や
協
働
の
関
係
を
協

定
と
い
う
形
で
結
ん
だ
も

の
で
す
。

　

こ
と
し
７
月
ご
ろ
か
ら

は
、
市
民
協
議
会
の
皆
さ

ん
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会

や
場
所
で
多
く
の
市
民
の

方
々
と
、
本
市
の
自
治
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
積

極
的
な
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。

�
　

次
の
と
お
り
、
第
９
･

　

回
市
民
協
議
会
を
開
催

１０ 市
民
協
議
会
を
開
催

委
員
以
外
も
参
加
可

し
ま
す
。
委
員
以
外
の
方

で
も
会
議
に
参
加
で
き
ま

す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方

は
、
当
日
、
直
接
会
場
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

▽
期
日
＝
第
９
回
…
５

月　

日
�
、
第　

回
…
６

２０

１０

月　

日
�
▽
時
間
＝
い
ず

１７
れ
も
９
時　

分
〜
▽
場
所

３０

＝
市
役
所
４
階
委
員
会
室

▽
内
容
＝
第
９
回
…
原
案

づ
く
り
に
向
け
た
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
作
成
、
第　

回
…

１０

未
定

�
　

自
治
基
本
条
例
に
つ
い

て
の
ご
意
見
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
い
た
だ
い
た
ご

意
見
は
、
す
べ
て
市
民
協

議
会
に
提
出
し
検
討
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。な
お
、

検
討
結
果
に
つ
い
て
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

公
開
し
ま
す
。

　

ご
意
見
の
提
出
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
自
治
基

本
条
例
の
ペ
ー
ジ
か
ら
メ

ー
ル
で
お
送
り
い
た
だ
く

か
、
〒
２
７
０
―
０
１
９

２
流
山
市
役
所
企
画
政
策

課
ま
で
郵
送
ま
た
は
フ
ァ

ッ
ク
ス
で
。

　

□問
 

企
画
政
策
課
�
７
１

５
０
―
６
０
６
４
／
�
７

１
５
０
―
０
１
１
１

意
見
募
集

ぐりーんバス

利
用
者
が
６
万
５
千
人
に

よ
り
便
利
に
、新
バ
ス
停
も
設
置

　

昨
年　

月　

日
か
ら
運

１１

２１

行
を
ス
タ
ー
ト
し
た
市
タ

ウ
ン
バ
ス
「
ぐ
り
ー
ん
バ

ス
」
の
利
用
者
数
が
、
４

月
末
で
延
べ
６
万
５
千
人

に
な
り
ま
し
た
。

　

月
単
位
の
利
用
者
数
で

は
、
運
行
翌
月
に
は
約
１

万
人
弱
だ
っ
た
の
が
、
先

月
４
月
の
集
計
で
は
、
１

万
４
千
人
と
約
１
・
５
倍

に
伸
び
て
い
ま
す
。

　

ぐ
り
ー
ん
バ
ス
は
、
よ

り
多
く
の
方
々
に
利
用
い

た
だ
い
て
こ
そ
成
り
立
つ

バ
ス
で
す
。
通
勤
、通
学
、

お
買
い
物
な
ど
に
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
日
常
の
足
と

し
て
、
一
層
の
ご
利
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

�
　

５
月
１
日
か
ら
、
松
ケ

丘
ル
ー
ト
に
新
た
な
バ
ス

停
「
流
山
東
高
校
入
口
」

を
設
け
ま
し
た（
図
参
照
）。

時
刻
表
に
つ
い
て
は
、
バ

ス
車
内
の
チ
ラ
シ
、
ま
た

は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����

よ
り
便
利
に

よ
り
便
利
に

流山東高校�
東部近隣公園入口�

東部中学校入口�

東部診療所前�

新バス停�
流山東高校入口�

東部近隣公園�

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
江
戸
川
台
東
ル

ー
ト
で
は
、
利
用
者
の
利

便
性
の
向
上
と
利
用
者
拡

大
の
た
め
、
ル
ー
ト
の
一

部
延
伸
に
つ
い
て
地
元
自

治
会
な
ど
と
協
議
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
利
用
者
か
ら

の
ご
意
見
・
ご
要
望
や
利

用
状
況
な
ど
を
参
考
に
、

よ
り
利
用
し
や
す
く
親
し

み
の
持
て
る
バ
ス
と
な
る

よ
う
改
善
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

�
　

ぐ
り
ー
ん
バ
ス
の
乗
車

運
賃
は
、大
人
１
５
０
円
、

子
ど
も　

円
で
す
。

８０

　

こ
の
運
賃
の
支
払
い
に

は
、
現
金
の
ほ
か
、
割
引

の
あ
る
バ
ス
共
通
カ
ー
ド

も
利
用
で
き
ま
す
。
こ
の

�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������

運
賃
の
支
払
い
に

運
賃
の
支
払
い
に

バ
ス
共
通
カ
ー
ド
も

バ
ス
共
通
カ
ー
ド
も

カ
ー
ド
は
、
ぐ
り
ー
ん
バ

ス
の
車
内
で
も
販
売
し
て

い
ま
す
の
で
ご
利
用
を
。

�
　

ぐ
り
ー
ん
バ
ス
車
内
に

は
沿
線
の
学
校
、
自
治
会

等
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
情
報

を
無
料
で
提
供
す
る
ス
ペ

ー
ス
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

利
用
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
各
バ
ス
事
業
者
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
江
戸
川
台
東
ル
ー
ト
」、

「
松
ケ
丘
ル
ー
ト
」
は
、

東
武
バ
ス
イ
ー
ス
ト
㈱

（
�
７
１
４
４
―
５
０
１

１
）へ
。「
江
戸
川
台
西
ル

ー
ト
」
は
、
京
成
バ
ス
㈱ 

（
�
０
４
７
―
３
６
２
―

１
２
５
６
）
へ
。

　

□問
 

都
市
計
画
課
�
７
１

５
０
―
６
０
８
７

�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
情
報

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
情
報

ス
ペ
ー
ス
の
ご
利
用
を

ス
ペ
ー
ス
の
ご
利
用
を

　

市
で
は
、
交
通
バ
リ
ア

フ
リ
ー
法
の
規
定
に
基
づ

き
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安

心
し
て
安
全
に
移
動
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
、「
流
山
市
交
通
バ
リ
ア

フ
リ
ー
基
本
構
想
」
を
策

定
し
ま
し
た
。
こ
の
構
想

は
、
駅
と
そ
の
周
辺
地
区

に
お
け
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
を
、
重
点
的
か
つ
一
体

的
に
整
備
を
推
進
す
る
た

め
の
基
本
的
な
考
え
方
を

示
し
た
も
の
で
す
。

�
　

本
構
想
策
定
に
関
わ
る

事
項
を
審
議
す
る
た
め
に
、

学
識
者
や
公
共
交
通
事
業

者
な
ど
で
構
成
さ
れ
た
策

定
委
員
会
で
素
案
が
作
成

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
素
案
に
は
、
公
募

の
市
民
に
よ
る
策
定
市
民

研
究
会
が
、
市
内
に
あ
る

駅
や
駅
周
辺
の
主
な
公
共

策
定
の
経
緯

施
設
な
ど
に
出
向
き
「
ま

ち
歩
き
点
検
調
査
」
を
行

っ
た
内
容
や
、
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
の
素
案
に
対
す

る
ご
意
見
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
結
果
な
ど
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
ど
、
策
定
委
員

会
よ
り
市
へ
こ
の
素
案
が

提
出
さ
れ
た
の
を
受
け
、

今
回
の
基
本
構
想
策
定
と

な
り
ま
し
た
。

�
　

こ
と
し
２
月
に
実
施
し

た
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
は
、「
思
い
や
り
や
気
遣

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
へ
も
取
り
組
み

い
等
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を

進
め
る
上
で
大
切
な
取
り

組
み
で
は
な
い
か
」
と
い

っ
た
意
見
が
多
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
施
設
整
備
だ
け

で
な
く
「
心
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
」
に
つ
い
て
の
取
り

組
み
方
針
も
本
基
本
構
想

に
盛
り
込
み
ま
し
た
。

�
　

本
基
本
構
想
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
役
所
情

報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
都
市

計
画
課
窓
口
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

　

□問
 

都
市
計
画
課
�
７
１

５
０
―
６
０
８
７

基
本
構
想
の
公
開

情報公開と個人情報保護情報公開と個人情報保護
平成１７年度の開示等請求状況

　
　情報公開制度は、市政に対する理解と信頼を深めるため、市
民の皆さんの求めに応じて、市が保有するさまざまな情報を公
開するものです。
　また、個人情報保護制度は、市が保有する個人情報を確認し
たり、誤りを正したりする権利などを保障することにより、市
民の皆さんの権利や利益を守る制度です。
　平成１７年度におけるそれぞれの開示等の請求の状況は、別表
のとおりです。
　□問 総務課�７１５０―６０６７
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���������

美
し
く
住
み
良
い
ま
ち
に

美
し
く
住
み
良
い
ま
ち
に

家
の
周
り
か
ら
き
れ
い
に
し
よ
う

家
の
周
り
か
ら
き
れ
い
に
し
よ
う

５月３０日は
ゴミゼロの日

　

自
分
た
ち
の
地
域
は
、

自
ら
の
手
で
き
れ
い
に
し

よ
う
と
５
月　

日
を
「
ゴ

３０

ミ
ゼ
ロ
の
日
」
と
し
て
、

こ
の
日
を
中
心
に
全
国
で

環
境
美
化
運
動
が
展
開
さ

れ
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
５
月　

日
２８

を
中
心
に
、
自
治
会
単
位

で
行
う「
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
」

と
、
市
内
４
会
場
で
「
江

戸
川
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」

が
い
っ
せ
い
に
行
わ
れ
ま

す
。

　

ご
み
を
拾
う
こ
と
に
よ

っ
て
、「
ご
み
を
捨
て
な
い
」

気
持
ち
が
養
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
を
機
会
に
、
地
球
環

境
や
ま
ち
の
美
化
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

�
　

道
路
や
空
き
地
に
散
乱

し
た
ご
み
の
収
集
な
ど
を

自
治
会
単
位
で
行
い
ま
す
。

当
日
は
、
①
家
庭
ご
み
の

持
ち
出
し
を
し
な
い
②
分

別
方
法
は
、
市
が
配
布
す

る
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
専
用
の

袋
を
使
用
し
、
別
表
の
と

お
り
分
別
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

な
お
、
有
害
・
危
険
ご

み
用
の
袋
は
配
布
し
ま
せ

ん
の
で
、
参
加
さ
れ
る
皆

ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動

さ
ん
は
レ
ジ
袋
に
マ
ジ
ッ

ク
ペ
ン
な
ど
で
、
別
表
の

備
考
欄
の
よ
う
な
マ
ー
ク

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ご
み
は
、
自
治

会
ご
と
の
臨
時
集
積
場
に

集
め
て
く
だ
さ
い
。
美
し

い
ま
ち
に
す
る
た
め
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

サ
イ
ク
リ
ン
グ
道
路
も

整
備
さ
れ
、
市
民
の
憩
い

の
場
と
し
て
も
親
し
ま
れ

て
い
る
江
戸
川
を
き
れ
い

に
し
よ
う
と
、
５
月　

日
２８

�
に
江
戸
川
ク
リ
ー
ン
大

作
戦
（
同
実
行
委
員
会
主

催
）
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

運
動
を
展
開
す
る
拠
点

は
、
運
河
水
辺
公
園
を
は

じ
め
利
根
運
河
と
江
戸
川

の
合
流
部
、富
士
橋
周
辺
、

そ
し
て
江
戸
川
河
川
敷
野

球
場
の
４
会
場
で
す
。
参

加
さ
れ
る
皆
さ
ん
は
、
午

憩
い
の
場
を
き
れ
い
に

　

日
に
江
戸
川
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

28

前
９
時
ま
で
に
そ
れ
ぞ
れ

の
会
場
に
お
集
ま
り
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、　

人
以
上
の
団

１０

体
で
参
加
さ
れ
る
場
合
に

は
、
事
前
に
環
境
保
全
課

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
当
日
が
雨
天
の
場
合

に
は
、
江
戸
川
ク
リ
ー
ン

大
作
戦
は
中
止
と
な
り
順

延
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

□問
 

環
境
保
全
課
�
７

１
５
０
―
６
０
８
３

　ごみのないきれいな江戸川に

　

近
ご
ろ
、
歩
道
や
側
溝

等
の
道
路
上
に
植
栽
ポ
ッ

ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
物
が

置
か
れ
て
い
た
り
、
庭
木

の
枝
葉
な
ど
が
敷
地
か
ら

道
路
上
に
は
み
出
し
た
り

し
て
、
通
行
す
る
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
苦
情
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
道
路
を
狭
め
、

自
転
車
や
通
学
児
童
な
ど

の
歩
行
や
通
行
車
両
か
ら

の
視
界
の
妨
げ
と
な
り
、

思
わ
ぬ
事
故
に
つ
な
が
る

こ
と
に
も
な
り
ま
す
の
で
、

道
路
上
を
き
れ
い
に
す
る

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

ま
た
、
道
路
の
維
持
管

理
に
つ
い
て
は
、
市
で
も

パ
ト
ロ
ー
ル
等
に
よ
り
危

険
個
所
の
早
期
発
見
と
対

応
に
努
め
て
お
り
ま
す
が
、

も
し
、
道
路
に
あ
い
た
穴

や
側
溝
等
の
破
損
な
ど
を

発
見
し
た
と
き
は
、
道
路

管
理
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　

□問
 

道
路
管
理
課
�
７
１

５
０
―
６
０
９
３

道路をすっきり安全に！

物を置かず、枝葉は剪定を

利根運河を歩こう！利根運河を歩こう！

　ポケットパーク「眺望の丘」に設置されたパーゴラの支柱は、西深井
で陶芸をされている 紫  焔  窯 （田口佳子代表）の皆さんが、「運河の自然」

し えん がま

をモチーフとして制作した陶器で装飾を施してあります。ぜひ、ご覧く
ださい。

自然に触れながら初夏のひと時を
　市観光協会（石井享会長）では、初夏の利根運河をゆっくり
と歩きながら散策する「利根運河自然体験ウオーク」を開催し
ます。これは、観光立県モデル推進事業の指定により整備した
利根運河ポケットパーク「眺望の丘」の完成と、利根運河周辺
マップ「利根運河絵図」の製作を記念して行われるものです。
　「野鳥コース」、「野草コース」、「昆虫コース」の３コースに
分けて、それぞれＮＰＯさとやまの皆さんが案内します。
　▽日時＝５月２８日�９時～１２時※雨天決行▽集合場所＝利根
運河ポケットパーク「眺望の丘」▽定員＝各コースとも６０人
（先着順）▽参加費＝無料▽申し込み＝きょう１５日から電話で
観光協会事務局へ
　□問 商工課内観光協会事務局�７１５０―６０８５
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市
・
県
民
税
の
課
税
が
変
更

市
・
県
民
税
の
課
税
が
変
更

老
年
者
控
除
の
廃
止
な
ど

老
年
者
控
除
の
廃
止
な
ど

　

地
方
税
制
の
改
正
に
よ

り
、
平
成　

年
度
か
ら
市

１８

・
県
民
税
の
課
税
が
大
幅

に
変
更
と
な
り
ま
す
。

�
　

所
得
者
本
人
が　

歳
以

６５

上
で
、
前
年
の
合
計
所
得

金
額
１
千
万
円
以
下
で
あ

る
場
合
に
適
用
さ
れ
て
い

た
「
老
年
者
控
除
」（　

万
４８

円
の
控
除
）
が
廃
止
に
な

り
ま
す
。

�
　
　

歳
以
上
の
方
に
対
す

６５
る
公
的
年
金
等
の
所
得
計

算
が
、
平
成　

年
度
か
ら

１８

変
更
に
な
り
ま
す
（
別
表

参
照
）。

　

な
お
、　

歳
未
満
の
方

６５

に
つ
い
て
は
変
更
あ
り
ま

老
年
者
控
除
の
廃
止

公
的
年
金
等
所
得
の

計
算

せ
ん
。

�
　
　

歳
以
上
で
、
前
年
の

６５
合
計
所
得
が
１
２
５
万
円

（
公
的
年
金
収
入
額
に
換

算
し
て
２
４
５
万
円
）
以

　

歳
以
上
の
方
の

６５非
課
税
措
置
の
廃
止

下
の
方
に
適
用
さ
れ
て
い

た
市
・
県
民
税
の
非
課
税

措
置
が
、
平
成　

年
度
か

１８

ら
廃
止
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
経
過
措
置
と

し
て
、
平
成　

年
１
月
１

１７

日
現
在　

歳
以
上
で
前
年

６５

の
合
計
所
得
金
額
が
１
２

５
万
円
以
下
の
場
合
は
、

段
階
的
に
平
成　

年
度
は

１８

本
来
の
市
・
県
民
税
額
の

３
分
の
２
、
平
成　

年
度

１９

は
３
分
の
１
が
軽
減
さ
れ

ま
す
が
、
平
成　

年
度
か

２０

ら
は
、
経
過
措
置
と
し
て

の
軽
減
が
な
く
な
り
本
来

の
課
税
額
の
全
額
課
税
と

な
り
ま
す
。

　

な
お
、
平
成　

年
１
月

１７

１
日
現
在　

歳
未
満
の
方

６５

や
、
前
年
の
合
計
所
得
金

額
が
１
２
５
万
円
を
超
え

る
方
に
は
経
過
措
置
が
適

用
さ
れ
ま
せ
ん
。

�
　

こ
れ
ま
で
、
市
・
県
民

税
の
所
得
割
額
の　

％（
市

１５

・
県
民
税
合
わ
せ
て
４
万

円
を
限
度
）
が
減
額
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
平
成　
１８

年
度
は
７
・
５
％
（
市
・

県
民
税
合
わ
せ
て
２
万
円

を
限
度
）
の
減
額
に
変
わ

り
ま
す
。

�
　

市
内
に
住
ん
で
い
て
、

均
等
割
を
納
め
て
い
る
夫

定
率
減
税
が
２
分
の

１
に

生
計
同
一
の
妻
に
対

す
る
均
等
割
の
課
税

と
生
計
を
一
に
す
る
妻
で

所
得
金
額
が
一
定
金
額
を

超
え
る
場
合
、
均
等
割
が

平
成　

年
度
の
課
税
で
は

１７

２
分
の
１
の
２
千
円
に
軽

減
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

平
成　

年
度
の
課
税
か
ら

１８

全
額
の
４
千
円
（
市
民
税

３
千
円
、県
民
税
１
千
円
）

と
な
り
ま
す
。

�
　

市
・
県
民
税
が
給
与
天

引
き
さ
れ
る
方
（
特
別
徴

収
）
は
、
会
社
等
に
平
成

　

年
度
市
・
県
民
税
特
別

１８徴
収
税
額
の
通
知
書
を
５

月
中
旬
に
、
自
営
業
者
な

ど
個
人
で
納
税
さ
れ
る
方

（
普
通
徴
収
）
に
は
、
平

成　

年
度
市
・
県
民
税
納

１８
税
通
知
書
を
６
月
９
日
に

発
送
し
ま
す
。

　

納
税
へ
の
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

□問
 

市
民
税
課
�
７
１
５

０
―
６
０
７
３

平
成　

年
度
の
通
知

１８

書
の
発
送

ごみ分別表
備　　　考ごみの種類ごみの区分

木の枝、紙くず、布類など燃やすごみ①
袋にマジックで　� 　と記入プラ容器包装プラスチックなどプラスチック類②
袋にマジックで○ペ と記入ペットボトル製品ペットボトル③

袋にマジックで○× と記入ガラス・革・ゴム製品など燃やさないごみ④
びん類、缶類、ダンボール等資源ごみ⑤

袋にマジックで○キ と記入スプレー缶、ライター、刃物
類等有害・危険ごみ⑥

排土排　　土⑦
※⑥有害・危険ごみの袋は配布しませんので、レジ袋を持参してください

公的年金等に係る雑所得の速算表
（昭和１６年１月１日以前生まれ対象）

改　正　前

公的年金等控除後の金額年金収入金額（Ａ）

（Ａ）－１,４００,０００円～２,５９９,９９９円

（Ａ）×０.７５－　７５０,０００円２,６００,０００円～４,５９９,９９９円

（Ａ）×０.８５－１,２１０,０００円４,６００,０００円～８,１９９,９９９円

（Ａ）×０.９５－２,０３０,０００円８,２００,０００円以上
�

改　正　後

公的年金等控除後の金額年金収入金額（Ａ）

（Ａ）－１,２００,０００円～３,２９９,９９９円

（Ａ）×０.７５－　３７５,０００円３,３００,０００円～４,０９９,９９９円

（Ａ）×０.８５－　７８５,０００円４,１００,０００円～７,６９９,９９９円

（Ａ）×０.９５－１,５５５,０００円７,７００,０００円以上

Mac11 Title:広報ながれやま05/15号 Page:3  Date: 2006/05/10 Wed 17:18:26



平成１８年５月１５日（月曜日）　　　（　）４

�������������������������
�������������������������
�������������������������
�������������������������
�������������������������
�������������������������
�������������������������
�������������������������
�������������������������
�������������������������
�������������������������
�������������������������
�������������������������
�������������������������
�������������������������
�������������������������
�������������������������
�������������������������
�������������������������
�������������������������
�������������������������

健
康
な
歯
を
保
と
う
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今
年
度
か
ら
、
介
護
保

険
法
の
改
正
に
伴
い
、　
６５

歳
以
上
の
方
を
対
象
に
し

た
基
本
健
康
診
査
の
目
的

に
、
生
活
習
慣
病
の
予
防

・
発
見
に
加
え
介
護
予
防

の
理
念
が
導
入
さ
れ
ま
し

た
。

　

介
護
予
防
の
目
的
は
、

介
護
を
必
要
と
す
る
状
態

（
要
介
護
状
態
）
に
な
ら

な
い
よ
う
に
予
防
し
よ
う

と
い
う
も
の
で
す
。

　

基
本
健
康
診
査
の
受
診

票
と
同
時
に
送
付
さ
れ
る

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に

よ
る
「
生
活
機
能
評
価
」

を
受
診
者
の
皆
さ
ん
に
実

施
し
て
い
た
だ
き
、
運
動

機
能
の
低
下
や
低
栄
養
状

態
、
口
腔
機
能
の
低
下
な

ど
、
生
活
機
能
の
低
下
が

心
配
さ
れ
る
方
に
対
し
て
、

必
要
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提

供
し
ま
す
。

　

介
護
予
防
の
た
め
の
基

本
健
康
診
査
を
上
手
に
活

用
し
ま
し
ょ
う
。

　

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

に
よ
る「
生
活
機
能
評
価
」

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
知

ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
生

活
が
活
発
で
な
く
な
る
こ

と
や
、
筋
力
や
体
力
の
衰

予
防
は
早
期
発
見
か
ら

予
防
は
早
期
発
見
か
ら

各
種
健（
検
）診
等
が
始
ま
り
ま
す

　

各
種
健（
検
）診
等
が
始
ま
り
ま
す

　

病
気
の
予
防
は
早
期
発
見
か
ら
。
基

本
健
康
診
査
や
胃
が
ん
検
診
、
子
宮
が

ん
・
乳
が
ん
検
診
な
ど
が
始
ま
り
ま
す
。

ま
た
、　

歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
た

６５

基
本
健
康
診
査
の
中
に
介
護
予
防
の
理

念
が
導
入
さ
れ
、
運
動
機
能
の
低
下
な

ど
を
予
防
す
る
た
め
の
基
本
健
康
診
査

の
活
用
が
行
わ
れ
ま
す
。

□問 保健センター
�７１５４－０３３１

介
護
予
防
を
取
り
入
れ

　

歳
以
上
の
方
の
基
本
健
診

６５

え
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
自
分
の
生
活

機
能
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

�
　

６
月
１
日
か
ら
胃
が
ん

検
診
、
６
月
９
日
か
ら
は

基
本
健
康
診
査
（
集
団
健

診
）、７
月
１
日
か
ら
は
基

本
健
康
診
査（
個
別
健
診
）

が
始
ま
り
ま
す
（
別
表
参

照
）。対
象
と
な
る
方
に
健

（
検
）
診
開
始
前
ま
で
に

受
診
票
を
送
付
し
ま
す
。

　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
は
、

基
本
健
康
診
査
を
受
診
す

る
方
の
う
ち
、
別
表
の
対

象
者
の
方
に
実
施
し
ま
す
。

詳
細
は
基
本
健
康
診
査
受

診
票
に
同
封
の
お
知
ら
せ

胃
が
ん
検
診
・
基
本

健
康
診
査
・
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
検
診

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�
　
　

歳
代
の
子
宮
が
ん
が

２０
急
増
し
て
い
ま
す
。
子
宮

子
宮
が
ん
検
診
・
乳

が
ん
検
診

頸
が
ん
は
、
性
行
為
に
よ

る
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
関

与
し
て
お
り
、　

歳
代
の

２０

若
年
層
で
急
激
に
増
え
て

い
ま
す
。
自
分
の
か
ら
だ

を
守
る
た
め
に
も
、
２
年

に
１
度
は
検
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

　

乳
が
ん
は　

歳
こ
ろ
か

３０

ら
急
に
増
え
、
約　

人
に

２５

１
人
が
か
か
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
年
に
１
度
の

検
診
と
家
庭
で
の
自
己
検

診
を
習
慣
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

子
宮
が
ん
、
乳
が
ん
検

診
の
対
象
者
は
別
表
の
と

お
り
で
す
。

　

「　

歳
に
な
っ
て
も
、

８０

自
分
の
歯
を　

本
以
上
保

２０

と
う
」
と
、
県
で
は
８
０

２
０
運
動
を
進
め
る
「
よ

い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
出

場
者
と
「
標
語
」、「
作
文
」

を
募
集
し
ま
す
。
本
市
で

最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
た

方
や
作
品
は
、
県
の
２
次

審
査
に
推
薦
さ
れ
ま
す
。

　

【
親
と
子
の
よ
い
歯
の
コ

ン
ク
ー
ル
】

　

▽
対
象
＝
平
成　

年
４

１７

月
１
日
か
ら
平
成　

年
３

１８

月　

日
ま
で
に
、
３
歳
児

３１
歯
科
健
康
診
査
を
受
診
し

た
市
内
在
住
の
幼
児
と
そ

の
親
▽
１
次
審
査
＝
６
月

８
日
�
▽
応
募
方
法
＝
５

月　

日
ま
で
に
電
話
で
保

３１

者
で
、
自
分
の
歯
（
さ
し

歯
、
か
ぶ
せ
た
歯
も
可
）

を　

本
以
上
持
つ
方
▽
１

２０
次
審
査
＝
６
月
８
日
�
▽

応
募
方
法
＝
５
月　

日
ま

３１

で
に
電
話
で
保
健
セ
ン
タ

ー
へ

　

【
８
０
２
０
運
動
普
及

標
語
】

　

▽
対
象
＝
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
方
▽
作
品

＝
歯
科
疾
患
（
む
し
歯
お

よ
び
歯
周
病
）
の
予
防
に

関
す
る
も
の
▽
応
募
方
法

＝
ハ
ガ
キ
に
作
品
、住
所
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年

齢
、電
話
番
号
を
明
記
し
、

６
月
２
日
（
必
着
）
ま
で

に
〒
２
７
０
―
０
１
２
１

流
山
市
西
初
石
４
―
１
４

健健
康康
なな
歯歯
をを
保保
とと
うう

　

８
０
２
０
運
動
参
加
者
募
集

在
勤
・
在
学
の　

歳
以
上

２０

の
方
▽
作
品
＝
歯
科
疾
患

（
む
し
歯
お
よ
び
歯
周
病
）

の
予
防
に
関
す
る
も
の
※

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙

５
枚
以
内
（
縦
書
き
）、
未

発
表
の
自
作
品
に
限
る
▽

応
募
方
法
＝
作
品
の
題
名
、

住
所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号

を
明
記
し
、６
月
２
日（
必

着
）
ま
で
に
〒
２
７
０
―

０
１
２
１
流
山
市
西
初
石

４
―
１
４
３
３
―
１
保
健

セ
ン
タ
ー
へ

　

地
域
で
の
健
康
づ
く
り

の
パ
イ
プ
役
と
し
て
活
動

す
る
「
健
康
づ
く
り
推
進

員
」
の
委
嘱
式
が
、
４
月

　

日
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で

２８行
わ
れ
、　

人
の
方
に
委

４２

嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

健
康
づ
く
り
推
進
員
は

各
地
区
で
、
地
区
栄
養
講

座
や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ど

の
健
康
づ
く
り
を
、
地
域

い
る
健
康
づ
く
り
推
進
員

の
広
報
「
さ
わ
や
か
流
山

　

」
に
は
、
日
ご
ろ
の
活

２１動
内
容
な
ど
が
掲
載
さ
れ 地区栄養講座などで活躍

知恵と勇気で　　　
消費者被害を防ごう

５月は消費者月間

　

近
年
、
消
費
者
問
題
は

多
様
か
つ
複
雑
化
し
て
き

て
お
り
、
幅
広
い
年
齢
層

で
消
費
者
被
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
特
に
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
や
高

齢
者
を
狙
っ
た
訪
問
販
売

が
数
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
被
害
の

未
然
防
止
に
は
、
ト
ラ
ブ

ル
事
例
を
知
る
こ
と
が
効

果
的
で
す
。

　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

で
は
、
こ
う
し
た
被
害
や

ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止
を

図
ろ
う
と
消
費
生
活
パ
ネ

ル
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

▽
期
間
／
時
間
＝
５
月

　

日
�
〜　

日
�
／　

時

１９

２６

１０

〜
▽
場
所
＝
イ
ト
ー
ヨ
ー

カ
ド
ー
流
山
店

　

□問
 

生
活
安
全
課
�
７
１

５
０
―
６
３
１
２

　

【
消
費
生
活
相
談
】

　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

で
は
、
悪
質
商
法
や
契
約

の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
に
関
す

る
相
談
を
、
電
話
と
窓
口

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

▽
相
談
日
＝
毎
週
月
〜

金
曜
（
祝
日
等
を
除
く
）

▽
相
談
時
間
＝
９
時
〜　
１２

時
、　

時
〜　

時

１３

１６

　

□問
 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

�
７
１
５
８
―
０
９
９
９悪質商法にご注意を

計量器の定期検査計量器の定期検査

６月２日から開始６月２日から開始

　

商
店
や
工
場
な
ど
で
使

わ
れ
て
い
る
計
量
器
（
は

か
り
）
を
対
象
に
、
県
計

量
検
定
所
で
は
、
計
量
法

に
基
づ
く
計
量
器
の
定
期

検
査
を
６
月
２
日
�
か
ら

実
施
し
ま
す
。
こ
の
検
査

は
、
商
取
引
な
ど
の
正
確

性
や
安
全
性
を
確
保
す
る

た
め
、
計
量
器
を
取
引
や

証
明
に
使
用
し
て
い
る
者

に
検
査
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
商
店
や
工
場

②
６
月
５
日
�
／
初
石
公

民
館
③
６
月
６
日
�
／
南

流
山
セ
ン
タ
ー
④
６
月
７

日
�
／
東
部
公
民
館
⑤
６

月
８
日
�
／
市
役
所
▽
時

間
＝　

時　

分
〜　

時

１０

３０

１５

（
た
だ
し　

時
〜　

時
を

１２

１３

除
く
）
▽
持
参
す
る
も
の

＝
計
量
器
（
増
お
も
り
、

分
銅
を
使
用
す
る
も
の
は

一
緒
に
）、計
量
器
定
期
検

査
申
請
書
、
検
査
手
数
料

▽
計
量
器
の
運
搬
方
法
＝

①
指
示
は
か
り
…
皿
の
下

に
か
い
物
（
ゴ
ム
、
新
聞

紙
な
ど
）
を
し
て
皿
が
振

動
に
よ
り
動
か
な
い
よ
う

に
す
る
②
台
は
か
り
…
増

お
も
り
台
お
よ
び
増
お
も

り
は
、
は
か
り
か
ら
取
り

外
し
別
に
持
参
※
定
期
検

地
域
の
保
健
事
業
で
活
躍

健
康
づ
く
り
推
進
員
を
委
嘱

リスト
の生活機能をチェックしてみましょう～
１人で外出していますか
をしていますか
入れをしていますか
ねていますか
相談にのっていますか
や壁をつたわらず上っていますか
状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか
けて歩いていますか
転んだことがありますか
不安は大きいですか
～３�以上の体重減少がありましたか
以上ですか（注）
て固いものが食べにくくなりましたか
でむせることがありますか
になりますか
は外出していますか
外出の回数が減っていますか
いつも同じ事を聞く」などの物忘れがあると言われますか
号を調べて、電話をかけることをしていますか
日かわからないことがありますか
毎日の生活に充実感がない
れまで楽しんでやれていたことが楽しめなくなった
前は楽にできていたことが今ではおっくうに感じられる
自分が役に立つ人間だと思えない
わけもなく疲れたような感じがする
�）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）
基本健康診査では、基本チェックリストを用いて運動機能
口腔機能低下など生活機能の低下をチェックします

各種健（検）診等対象者
方　法対象者健（検）診名

集団
４０歳～４５歳※ただし４０歳の方に
は全員通知

基本健康診
査

個別

４６歳以上の方で次のいずれかの方
①平成１５年度以降に基本健康診
査を受けたことのある方②５月末
日までに申し込みをされた方

基本健康診査
と併せて実施

４０歳・４５歳・５０歳・５５歳・６０歳
・６５歳･７０歳の方、またこれ以
外で一定の条件に該当する方

肝炎ウイル
ス検診

集団

４０歳以上で次のいずれかの方①
平成１５年以降に胃がん検診を受
けたことのある方②５月末日ま
でに申し込みをされた方

胃がん検診

集団（登録制）・
個別のいずれか

３０歳以上の女性子宮がん検
診

個別２０歳・２２歳・２４歳・２６歳・２８歳の女性

集団４０歳以上の女性
乳がん検診

個別３０歳～３９歳の女性

※年齢は平成１９年４月１日時点です
※子宮がん検診、乳がん検診ともに集団検診は要申し込み。個別検
診受診の方は、保険証など住所、氏名を確認できるものを持参し、
直接指定医療機関へお申し出ください。指定医療機関等、詳細は保
健だより、市ホームページまたは保健センターでご確認ください

　▽会場／日時＝別表のとおり▽対象＝生後３カ月～７歳６
カ月未満児▽申し込み＝母子健康手帳、予診票を持参の上、
当日直接会場へ※体調が悪い場合には、接種を受けられない
こともありますので、体調の良いときに受けてください

受付時間実　施　日会　　場

１３時１５分 ～

１４時１５分

（接種開始は

１３時３０分～）

５/２９�、６/２�、６/６�保健センター

６/１�文化会館

５/３１�、６/５�南流山センター

５/３０�東部公民館

５・６月のポリオ予防接種

（　）　　 第１１１４号５

健
セ
ン
タ
ー
へ

　

【
高
齢
者
よ
い
歯
の
コ
ン

ク
ー
ル
】

　

▽
対
象
＝
４
月
１
日
現

在　

歳
以
上
の
市
内
在
住

８０

３
３
―
１
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
　

【
８
０
２
０
運
動
普
及

作
文
】

　

▽
対
象
＝
市
内
在
住
・

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
進
め

て
い
く
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
保
健
セ
ン
タ
ー

や
各
公
民
館
に
設
置
し
て

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。
健
康
づ

く
り
推
進
員
の
活
動
に
関

心
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
ど
の
事
業
主
の
方
は
、

指
定
の
日
に
必
ず
受
検
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

▽
期
日
／
場
所
＝
①
６

月
２
日
�
／
北
部
公
民
館

査
の
周
期
は
、
市
町
村
の

区
域
ご
と
に
２
年
に
１
回

実
施
し
て
い
ま
す

　

□問
 

生
活
安
全
課
�
７
１

５
０
―
６
３
１
２

�
　

平
成　

年
度
か
ら　

年

１４

２１

度
ま
で
の
８
年
間
の
計
画

と
し
て
策
定
さ
れ
た
「
流

改

正

の

背

景

山
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ン
」。
本
計
画
は
、平
成　
１７

年
度
を
も
っ
て
計
画
期
間

の
半
分
を
経
過
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
正
は
、
こ
の

間
の
社
会
情
勢
の
変
化
や

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
結

果
な
ど
を
踏
ま
え
、
今
後

４
年
間
の
計
画
の
見
直
し

を
行
っ
た
も
の
で
す
。

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
を
改
正

女
性
が
活
躍
で
き
る
社
会
を
目
指
し
て

　

仕
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
女
性
の
社
会
進
出
が

進
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
一
方
で

「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
と
い
っ

た
性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割
分
担

意
識
が
根
強
く
残
っ
て
お
り
、
女
性

が
活
躍
で
き
る
場
や
参
画
の
機
会
は
、

ま
だ
十
分
と
は
い
え
な
い
の
が
現
状

で
す
。こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

平
成　

年
度
に
策
定
さ
れ
た
「
流
山

１４

市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
が
こ
と

し
４
月　

日
、
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

１０

今
号
で
は
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

□問 企画政策課
男女共同参画室
�７１５０－６０６４

　

こ
の
４
年
間
で
、
女
性

が
生
涯
に
産
む
子
ど
も
の

推
計
値
、
合
計
特
殊
出
生

率
が
１
・　

に
な
る
な
ど

２９

一
段
と
少
子
高
齢
化
社
会

が
進
み
、
ま
た
一
方
で
、

配
偶
者
等
に
よ
る
暴
力（
ド

メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ

レ
ン
ス
）
や
児
童
虐
待
、

高
齢
者
虐
待
な
ど
が
社
会

問
題
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
計
画
で
は

社
会
的
性
別
（
ジ
ェ
ン
ダ

ー
）
に
と
ら
わ
れ
な
い
男

女
平
等
を
目
指
し
て
い
る

も
の
の
、
一
部
で
ジ
ェ
ン

ダ
ー
・
フ
リ
ー
と
い
う
用

語
を
使
用
し
て
、
性
差
や

伝
統
文
化
を
否
定
し
、
行

き
過
ぎ
た
性
教
育
を
行
う

等
の
問
題
が
生
じ
て
い
る

と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

今
回
の
改
正
で
は
、
こ

う
し
た
諸
情
勢
の
変
化
に

対
応
し
、
計
画
の
見
直
し

を
行
い
ま
し
た
。

�
　

本
計
画
の
改
正
に
当
た

っ
て
は
、
ま
ず
市
民
等
か

ら
の
意
見
を
お
聴
き
し
、

本
計
画
に
反
映
さ
せ
る
と

と
も
に
、
市
長
を
本
部
長

と
し
た
流
山
市
男
女
共
同

参
画
推
進
本
部
で
作
成
し

た
素
案
に
対
し
て
、
専
門

家
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
男

改

正

の

方

法

女
共
同
参
画
審
議
会
（
矢

吹
稔
会
長
）
が
審
議
し
答

申
す
る
手
法
を
用
い
て
い

ま
す
＝
写
真
。

　
　�

　

３
つ
の
基
本
目
標
を「
あ

ら
ゆ
る
分
野
へ
の
男
女
共

同
参
画
」、「
男
女
平
等
意

識
の
定
着
」、「
男
女
共
同

参
画
に
係
る
環
境
整
備
の

充
実
」
と
定
め
、
実
現
の

た
め
の
基
本
的
課
題
と
、

具
体
的
な
施
策
の
方
向
を

示
し
ま
し
た
（
図
参
照
）。

�
　

計
画
の
改
正
に
つ
い
て

は
、
男
女
共
同
参
画
審
議

会
か
ら
の
答
申
を
尊
重
し
、

次
の
点
に
配
慮
し
て
改
正

し
て
い
ま
す
。

　

①
施
策
に
つ
い
て
、
誤

解
、
曲
解
の
な
い
よ
う
、

誰
も
が
分
か
り
や
す
い
表

現
を
用
い
ま
す
。

　

特
に「
社
会
的
性
別（
ジ

ェ
ン
ダ
ー
）」に
つ
い
て
定

義
し
た
上
で
、
男
女
の
固

定
的
役
割
分
担
や
偏
見
等

に
よ
る
性
差
別
を
改
め
る

計

画

の

体

系

改

正

の

要

点

に
、
県
・
他
市
町
村
と
の

連
携
、
協
力
に
よ
り
推
進

体
制
の
充
実
を
図
り
、
施

策
推
進
の
た
め
の
拠
点
を

整
備
し
ま
す
。

し
た
。

�
　

市
民
・
団
体
・
企
業
等

と
の
連
携
を
図
る
と
と
も

計

画

の

推

進

概
念
を
「
男
女
の
性
差
に

と
ら
わ
れ
な
い
男
女
平
等
」

と
表
現
し
、
男
女
の
生
物

学
的
な
違
い
の
否
定
や
、

家
族
や
伝
統
文
化
を
破
壊

す
る
考
え
で
は
な
い
旨
を

明
記
し
ま
し
た
。

　

②
高
齢
者
、
障
害
者
、

児
童
等
に
対
す
る
虐
待
や

暴
力
に
つ
い
て
の
対
応
に

配
慮
し
、
育
児
や
介
護
等

で
男
女
が
共
に
責
任
を
担

う
条
件
整
備
の
充
実
を
盛

り
込
み
ま
し
た
。

　

③
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

バ
イ
オ
レ
ン
ス
、
ス
ト
ー

カ
ー
行
為
、
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
児

童
虐
待
、
子
育
て
育
成
支

援
等
に
お
け
る
根
拠
法
令

を
明
記
し
、
市
民
、
企
業
、

行
政
機
関
が
連
携
し
て
取

り
組
む
こ
と
を
配
慮
し
ま

審
議
会
委
員
を
募
集

市
民
参
加
で
計
画
を
推
進

　

改
正
さ
れ
た
男
女
共
同

参
画
プ
ラ
ン
を
、
市
民
、

企
業
、
行
政
等
が
一
体
と

な
っ
て
進
め
て
い
く
た
め
、

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画

審
議
会
委
員
と
し
て
計
画

の
推
進
に
参
画
で
き
る
方

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。

　

▽
対
象
＝
市
内
在
住
の

成
人
▽
募
集
人
員
＝
５
人

以
内
▽
任
期
＝
平
成　

年
１８

８
月
中
旬
か
ら
２
年
間
▽

応
募
方
法
＝
応
募
動
機
と

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
に
向
け
た
考
え
を
８
０

０
字
以
内
に
ま
と
め
、
住

所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

性
別
、
年
齢
、
職
業
、
電

話
番
号
を
明
記
し
、
６
月

　

日
（
必
着
）
ま
で
に
〒

１５２
７
０
―
０
１
９
２
流
山

市
役
所
企
画
政
策
課
男
女

共
同
参
画
室
へ

　基本チェック
～あなたの

バスや電車で１１
日用品の買物を２
預貯金の出し入３
友人の家を訪ね４
家族や友人の相５
階段を手すりや６
椅子に座った状７
１５分くらい続け８
この１年間に転９
転倒に対する不１０
６カ月間で２～１１
ＢＭＩが１８.５以１２
半年前に比べて１３
お茶や汁物等で１４
口の渇きが気に１５
週に１回以上は１６
昨年と比べて外１７
周りの人から「い１８
自分で電話番号１９
今日が何月何日２０
（ここ２週間）毎２１
（ここ２週間）こ２２
（ここ２週間）以前２３
（ここ２週間）自２４
（ここ２週間）わ２５

（注）BMI＝体重（�
　※65歳以上の方の基
の低下、低栄養状態、

男女共同参画を考える
パネル展や講座など

　男女共同参画パネル展
　６月１日から始まる男女雇用機会均等月間にちなみ、イラ

スト入りでやさしく描かれた啓発パネル展を開催します。

　▽日時＝６月１２日�～２８日�８時３０分～１７時２０分（２８日は

１２時まで）▽場所＝市役所市民ギャラリー▽入場料＝無料

　自己表現講座「伝えてますか？あなたの気持ち」
　自分の気持ちや考えを、誠実に率直に表現しスムーズな人

間関係をつくるアサーティブトレーニングを学びます。　

　▽日時＝６月２５日�、７月２日�・９日�１０時～１２時（全

３回）▽場所＝初石公民館▽参加費＝無料▽定員＝３０人（先

着順）▽講師＝馬渡静枝さん（ＮＰＯ法人ウィメンズカウン

セリング千葉）▽申し込み＝電話で男女共同参画室へ※２歳

から就学前児の一時保育有り

　出前講座と書籍等の貸し出し
　１０人以上の団体に対し、「男女共同参画社会基本法」等に

係る出前講座を行います。また、個人には、「男女共同参画」

に係る啓発・学習ビデオ、参考書籍等の貸し出しを行います。

ご希望の方はお問い合わせください。

　□問 企画政策課男女共同参画室�７１５０－６０６４

流山市男女共同参画プランの体系
【基本目標】 【基本的課題と施策の方向】

１．政策・方針決定過程への女性の参画の推進
①各種審議会等への女性の参画を図る
②女性管理職の拡大を図る
③女性のエンパワーメントを図る

２．職業能力の開発と職域拡大の促進
①雇用の場における機会の均等を図る
②女性の能力開発と職域の拡大を図る
③出産や育児を理由に退職した女性の就業機会の拡大を図る
④農業等の自営業に従事する女性の経営・社会参画を促進する

３．男女が共に家庭責任を担う意識の醸成
①家庭における男女共同参画の促進を図る
②講座等の開催条件の整備を図る
③地域活動における男女共同参画の促進を図る

Ⅰ　あらゆる

分野への男女

共同参画

１．男女の性差にとらわれない男女平等教育の推進
①学校における男女の性差にとらわれない男女平等教育の推進
を図る

②固定的な性別役割分担意識にとらわれない職業観の育成を図る
③家庭や地域における男女の性差にとらわれない男女平等教育
の推進を図る

④「社会的性別」の存在に気づく視点を養うための情報提供や
啓発を行う

２．人権尊重の視点に立った性教育の推進
①思春期における心と身体と性の問題に対する保健指導の充実
を図る

②人権尊重の視点に立った性に関する教育の充実を図る
３．就労の場における男女平等意識の高揚
①就労の場における男女平等意識の高揚を図る
②男女雇用機会均等法等の周知を図る

４．女性の人権の尊重
①女性に対する暴力は人権問題であるという認識に立ち、対応
の充実を図る

②女性問題に関する調査・研究を行う
③男女平等の視点から行政の刊行物や事業の見直しを図る
④メディアにおける性の情報と商品化の是正を図る
⑤リプロダクティブ・ヘルス／ライツ（性と生殖に関する健康
・権利）に関する意識の浸透を図る

Ⅱ　男女平等

意識の定着

１．女性が働きやすい職場づくりのための環境整備の充実
①セクシュアル・ハラスメントのない職場環境をつくる
②職場における雰囲気、慣行等の見直しを図る

２．男女が共に責任を担う育児における条件整備の充実
①保育（学童保育）の内容の充実を図る
②子育て支援の充実を図る
③育児休業制度の普及促進を図る

３．男女が共に責任を担う介護等における条件整備の充実
①女性だけでなく男性も共に介護・看護を担い、仕事との両立
を図る

②介護休業制度の普及促進を図る

Ⅲ　男女共同

参画に係る環

境整備の充実

「社会的性別（ジェンダー）」の定義
　人間には、生まれついての生物学的性別があります。
　一方、社会通念や慣習の中には、社会や文化によって作り上げられた「男性像」や
「女性像」があり、このようにして形成された男女の別を「社会的性別（ジェンダ
ー）」といいます。
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今
年
度
か
ら
、
介
護
保

険
法
の
改
正
に
伴
い
、　
６５

歳
以
上
の
方
を
対
象
に
し

た
基
本
健
康
診
査
の
目
的

に
、
生
活
習
慣
病
の
予
防

・
発
見
に
加
え
介
護
予
防

の
理
念
が
導
入
さ
れ
ま
し

た
。

　

介
護
予
防
の
目
的
は
、

介
護
を
必
要
と
す
る
状
態

（
要
介
護
状
態
）
に
な
ら

な
い
よ
う
に
予
防
し
よ
う

と
い
う
も
の
で
す
。

　

基
本
健
康
診
査
の
受
診

票
と
同
時
に
送
付
さ
れ
る

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に

よ
る
「
生
活
機
能
評
価
」

を
受
診
者
の
皆
さ
ん
に
実

施
し
て
い
た
だ
き
、
運
動

機
能
の
低
下
や
低
栄
養
状

態
、
口
腔
機
能
の
低
下
な

ど
、
生
活
機
能
の
低
下
が

心
配
さ
れ
る
方
に
対
し
て
、

必
要
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提

供
し
ま
す
。

　

介
護
予
防
の
た
め
の
基

本
健
康
診
査
を
上
手
に
活

用
し
ま
し
ょ
う
。

　

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

に
よ
る「
生
活
機
能
評
価
」

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
知

ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
生

活
が
活
発
で
な
く
な
る
こ

と
や
、
筋
力
や
体
力
の
衰

予
防
は
早
期
発
見
か
ら

予
防
は
早
期
発
見
か
ら

各
種
健（
検
）診
等
が
始
ま
り
ま
す

　

各
種
健（
検
）診
等
が
始
ま
り
ま
す

　

病
気
の
予
防
は
早
期
発
見
か
ら
。
基

本
健
康
診
査
や
胃
が
ん
検
診
、
子
宮
が

ん
・
乳
が
ん
検
診
な
ど
が
始
ま
り
ま
す
。

ま
た
、　

歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
た

６５

基
本
健
康
診
査
の
中
に
介
護
予
防
の
理

念
が
導
入
さ
れ
、
運
動
機
能
の
低
下
な

ど
を
予
防
す
る
た
め
の
基
本
健
康
診
査

の
活
用
が
行
わ
れ
ま
す
。

□問 保健センター
�７１５４－０３３１

介
護
予
防
を
取
り
入
れ

　

歳
以
上
の
方
の
基
本
健
診

６５

え
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
自
分
の
生
活

機
能
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

�
　

６
月
１
日
か
ら
胃
が
ん

検
診
、
６
月
９
日
か
ら
は

基
本
健
康
診
査
（
集
団
健

診
）、７
月
１
日
か
ら
は
基

本
健
康
診
査（
個
別
健
診
）

が
始
ま
り
ま
す
（
別
表
参

照
）。対
象
と
な
る
方
に
健

（
検
）
診
開
始
前
ま
で
に

受
診
票
を
送
付
し
ま
す
。

　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
は
、

基
本
健
康
診
査
を
受
診
す

る
方
の
う
ち
、
別
表
の
対

象
者
の
方
に
実
施
し
ま
す
。

詳
細
は
基
本
健
康
診
査
受

診
票
に
同
封
の
お
知
ら
せ

胃
が
ん
検
診
・
基
本

健
康
診
査
・
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
検
診

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�
　
　

歳
代
の
子
宮
が
ん
が

２０
急
増
し
て
い
ま
す
。
子
宮

子
宮
が
ん
検
診
・
乳

が
ん
検
診

頸
が
ん
は
、
性
行
為
に
よ

る
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
関

与
し
て
お
り
、　

歳
代
の

２０

若
年
層
で
急
激
に
増
え
て

い
ま
す
。
自
分
の
か
ら
だ

を
守
る
た
め
に
も
、
２
年

に
１
度
は
検
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

　

乳
が
ん
は　

歳
こ
ろ
か

３０

ら
急
に
増
え
、
約　

人
に

２５

１
人
が
か
か
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
年
に
１
度
の

検
診
と
家
庭
で
の
自
己
検

診
を
習
慣
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

子
宮
が
ん
、
乳
が
ん
検

診
の
対
象
者
は
別
表
の
と

お
り
で
す
。

　

「　

歳
に
な
っ
て
も
、

８０

自
分
の
歯
を　

本
以
上
保

２０

と
う
」
と
、
県
で
は
８
０

２
０
運
動
を
進
め
る
「
よ

い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
出

場
者
と
「
標
語
」、「
作
文
」

を
募
集
し
ま
す
。
本
市
で

最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
た

方
や
作
品
は
、
県
の
２
次

審
査
に
推
薦
さ
れ
ま
す
。

　

【
親
と
子
の
よ
い
歯
の
コ

ン
ク
ー
ル
】

　

▽
対
象
＝
平
成　

年
４

１７

月
１
日
か
ら
平
成　

年
３

１８

月　

日
ま
で
に
、
３
歳
児

３１
歯
科
健
康
診
査
を
受
診
し

た
市
内
在
住
の
幼
児
と
そ

の
親
▽
１
次
審
査
＝
６
月

８
日
�
▽
応
募
方
法
＝
５

月　

日
ま
で
に
電
話
で
保

３１

者
で
、
自
分
の
歯
（
さ
し

歯
、
か
ぶ
せ
た
歯
も
可
）

を　

本
以
上
持
つ
方
▽
１

２０
次
審
査
＝
６
月
８
日
�
▽

応
募
方
法
＝
５
月　

日
ま

３１

で
に
電
話
で
保
健
セ
ン
タ

ー
へ

　

【
８
０
２
０
運
動
普
及

標
語
】

　

▽
対
象
＝
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
方
▽
作
品

＝
歯
科
疾
患
（
む
し
歯
お

よ
び
歯
周
病
）
の
予
防
に

関
す
る
も
の
▽
応
募
方
法

＝
ハ
ガ
キ
に
作
品
、住
所
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年

齢
、電
話
番
号
を
明
記
し
、

６
月
２
日
（
必
着
）
ま
で

に
〒
２
７
０
―
０
１
２
１

流
山
市
西
初
石
４
―
１
４

健健
康康
なな
歯歯
をを
保保
とと
うう

　

８
０
２
０
運
動
参
加
者
募
集

在
勤
・
在
学
の　

歳
以
上

２０

の
方
▽
作
品
＝
歯
科
疾
患

（
む
し
歯
お
よ
び
歯
周
病
）

の
予
防
に
関
す
る
も
の
※

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙

５
枚
以
内
（
縦
書
き
）、
未

発
表
の
自
作
品
に
限
る
▽

応
募
方
法
＝
作
品
の
題
名
、

住
所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号

を
明
記
し
、６
月
２
日（
必

着
）
ま
で
に
〒
２
７
０
―

０
１
２
１
流
山
市
西
初
石

４
―
１
４
３
３
―
１
保
健

セ
ン
タ
ー
へ

　

地
域
で
の
健
康
づ
く
り

の
パ
イ
プ
役
と
し
て
活
動

す
る
「
健
康
づ
く
り
推
進

員
」
の
委
嘱
式
が
、
４
月

　

日
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で

２８行
わ
れ
、　

人
の
方
に
委

４２

嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

健
康
づ
く
り
推
進
員
は

各
地
区
で
、
地
区
栄
養
講

座
や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ど

の
健
康
づ
く
り
を
、
地
域

い
る
健
康
づ
く
り
推
進
員

の
広
報
「
さ
わ
や
か
流
山

　

」
に
は
、
日
ご
ろ
の
活

２１動
内
容
な
ど
が
掲
載
さ
れ 地区栄養講座などで活躍

知恵と勇気で　　　
消費者被害を防ごう

５月は消費者月間

　

近
年
、
消
費
者
問
題
は

多
様
か
つ
複
雑
化
し
て
き

て
お
り
、
幅
広
い
年
齢
層

で
消
費
者
被
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
特
に
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
や
高

齢
者
を
狙
っ
た
訪
問
販
売

が
数
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
被
害
の

未
然
防
止
に
は
、
ト
ラ
ブ

ル
事
例
を
知
る
こ
と
が
効

果
的
で
す
。

　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

で
は
、
こ
う
し
た
被
害
や

ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止
を

図
ろ
う
と
消
費
生
活
パ
ネ

ル
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

▽
期
間
／
時
間
＝
５
月

　

日
�
〜　

日
�
／　

時

１９

２６

１０

〜
▽
場
所
＝
イ
ト
ー
ヨ
ー

カ
ド
ー
流
山
店

　

□問
 

生
活
安
全
課
�
７
１

５
０
―
６
３
１
２

　

【
消
費
生
活
相
談
】

　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

で
は
、
悪
質
商
法
や
契
約

の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
に
関
す

る
相
談
を
、
電
話
と
窓
口

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

▽
相
談
日
＝
毎
週
月
〜

金
曜
（
祝
日
等
を
除
く
）

▽
相
談
時
間
＝
９
時
〜　
１２

時
、　

時
〜　

時

１３

１６

　

□問
 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

�
７
１
５
８
―
０
９
９
９悪質商法にご注意を

計量器の定期検査計量器の定期検査

６月２日から開始６月２日から開始

　

商
店
や
工
場
な
ど
で
使

わ
れ
て
い
る
計
量
器
（
は

か
り
）
を
対
象
に
、
県
計

量
検
定
所
で
は
、
計
量
法

に
基
づ
く
計
量
器
の
定
期

検
査
を
６
月
２
日
�
か
ら

実
施
し
ま
す
。
こ
の
検
査

は
、
商
取
引
な
ど
の
正
確

性
や
安
全
性
を
確
保
す
る

た
め
、
計
量
器
を
取
引
や

証
明
に
使
用
し
て
い
る
者

に
検
査
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
商
店
や
工
場

②
６
月
５
日
�
／
初
石
公

民
館
③
６
月
６
日
�
／
南

流
山
セ
ン
タ
ー
④
６
月
７

日
�
／
東
部
公
民
館
⑤
６

月
８
日
�
／
市
役
所
▽
時

間
＝　

時　

分
〜　

時

１０

３０

１５

（
た
だ
し　

時
〜　

時
を

１２

１３

除
く
）
▽
持
参
す
る
も
の

＝
計
量
器
（
増
お
も
り
、

分
銅
を
使
用
す
る
も
の
は

一
緒
に
）、計
量
器
定
期
検

査
申
請
書
、
検
査
手
数
料

▽
計
量
器
の
運
搬
方
法
＝

①
指
示
は
か
り
…
皿
の
下

に
か
い
物
（
ゴ
ム
、
新
聞

紙
な
ど
）
を
し
て
皿
が
振

動
に
よ
り
動
か
な
い
よ
う

に
す
る
②
台
は
か
り
…
増

お
も
り
台
お
よ
び
増
お
も

り
は
、
は
か
り
か
ら
取
り

外
し
別
に
持
参
※
定
期
検

地
域
の
保
健
事
業
で
活
躍

健
康
づ
く
り
推
進
員
を
委
嘱

リスト
の生活機能をチェックしてみましょう～
１人で外出していますか
をしていますか
入れをしていますか
ねていますか
相談にのっていますか
や壁をつたわらず上っていますか
状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか
けて歩いていますか
転んだことがありますか
不安は大きいですか
～３�以上の体重減少がありましたか
以上ですか（注）
て固いものが食べにくくなりましたか
でむせることがありますか
になりますか
は外出していますか
外出の回数が減っていますか
いつも同じ事を聞く」などの物忘れがあると言われますか
号を調べて、電話をかけることをしていますか
日かわからないことがありますか
毎日の生活に充実感がない
れまで楽しんでやれていたことが楽しめなくなった
前は楽にできていたことが今ではおっくうに感じられる
自分が役に立つ人間だと思えない
わけもなく疲れたような感じがする
�）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）
基本健康診査では、基本チェックリストを用いて運動機能
口腔機能低下など生活機能の低下をチェックします

各種健（検）診等対象者
方　法対象者健（検）診名

集団
４０歳～４５歳※ただし４０歳の方に
は全員通知

基本健康診
査

個別

４６歳以上の方で次のいずれかの方
①平成１５年度以降に基本健康診
査を受けたことのある方②５月末
日までに申し込みをされた方

基本健康診査
と併せて実施

４０歳・４５歳・５０歳・５５歳・６０歳
・６５歳･７０歳の方、またこれ以
外で一定の条件に該当する方

肝炎ウイル
ス検診

集団

４０歳以上で次のいずれかの方①
平成１５年以降に胃がん検診を受
けたことのある方②５月末日ま
でに申し込みをされた方

胃がん検診

集団（登録制）・
個別のいずれか

３０歳以上の女性子宮がん検
診

個別２０歳・２２歳・２４歳・２６歳・２８歳の女性

集団４０歳以上の女性
乳がん検診

個別３０歳～３９歳の女性

※年齢は平成１９年４月１日時点です
※子宮がん検診、乳がん検診ともに集団検診は要申し込み。個別検
診受診の方は、保険証など住所、氏名を確認できるものを持参し、
直接指定医療機関へお申し出ください。指定医療機関等、詳細は保
健だより、市ホームページまたは保健センターでご確認ください

　▽会場／日時＝別表のとおり▽対象＝生後３カ月～７歳６
カ月未満児▽申し込み＝母子健康手帳、予診票を持参の上、
当日直接会場へ※体調が悪い場合には、接種を受けられない
こともありますので、体調の良いときに受けてください

受付時間実　施　日会　　場

１３時１５分 ～

１４時１５分

（接種開始は

１３時３０分～）

５/２９�、６/２�、６/６�保健センター

６/１�文化会館

５/３１�、６/５�南流山センター

５/３０�東部公民館

５・６月のポリオ予防接種

（　）　　 第１１１４号５

健
セ
ン
タ
ー
へ

　

【
高
齢
者
よ
い
歯
の
コ
ン

ク
ー
ル
】

　

▽
対
象
＝
４
月
１
日
現

在　

歳
以
上
の
市
内
在
住

８０

３
３
―
１
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
　

【
８
０
２
０
運
動
普
及

作
文
】

　

▽
対
象
＝
市
内
在
住
・

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
進
め

て
い
く
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
保
健
セ
ン
タ
ー

や
各
公
民
館
に
設
置
し
て

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。
健
康
づ

く
り
推
進
員
の
活
動
に
関

心
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
ど
の
事
業
主
の
方
は
、

指
定
の
日
に
必
ず
受
検
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

▽
期
日
／
場
所
＝
①
６

月
２
日
�
／
北
部
公
民
館

査
の
周
期
は
、
市
町
村
の

区
域
ご
と
に
２
年
に
１
回

実
施
し
て
い
ま
す

　

□問
 

生
活
安
全
課
�
７
１

５
０
―
６
３
１
２

�
　

平
成　

年
度
か
ら　

年

１４

２１

度
ま
で
の
８
年
間
の
計
画

と
し
て
策
定
さ
れ
た
「
流

改

正

の

背

景

山
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ン
」。
本
計
画
は
、平
成　
１７

年
度
を
も
っ
て
計
画
期
間

の
半
分
を
経
過
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
正
は
、
こ
の

間
の
社
会
情
勢
の
変
化
や

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
結

果
な
ど
を
踏
ま
え
、
今
後

４
年
間
の
計
画
の
見
直
し

を
行
っ
た
も
の
で
す
。

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
を
改
正

女
性
が
活
躍
で
き
る
社
会
を
目
指
し
て

　

仕
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
女
性
の
社
会
進
出
が

進
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
一
方
で

「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
と
い
っ

た
性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割
分
担

意
識
が
根
強
く
残
っ
て
お
り
、
女
性

が
活
躍
で
き
る
場
や
参
画
の
機
会
は
、

ま
だ
十
分
と
は
い
え
な
い
の
が
現
状

で
す
。こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

平
成　

年
度
に
策
定
さ
れ
た
「
流
山

１４

市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
が
こ
と

し
４
月　

日
、
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

１０

今
号
で
は
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

□問 企画政策課
男女共同参画室
�７１５０－６０６４

　

こ
の
４
年
間
で
、
女
性

が
生
涯
に
産
む
子
ど
も
の

推
計
値
、
合
計
特
殊
出
生

率
が
１
・　

に
な
る
な
ど

２９

一
段
と
少
子
高
齢
化
社
会

が
進
み
、
ま
た
一
方
で
、

配
偶
者
等
に
よ
る
暴
力（
ド

メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ

レ
ン
ス
）
や
児
童
虐
待
、

高
齢
者
虐
待
な
ど
が
社
会

問
題
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
計
画
で
は

社
会
的
性
別
（
ジ
ェ
ン
ダ

ー
）
に
と
ら
わ
れ
な
い
男

女
平
等
を
目
指
し
て
い
る

も
の
の
、
一
部
で
ジ
ェ
ン

ダ
ー
・
フ
リ
ー
と
い
う
用

語
を
使
用
し
て
、
性
差
や

伝
統
文
化
を
否
定
し
、
行

き
過
ぎ
た
性
教
育
を
行
う

等
の
問
題
が
生
じ
て
い
る

と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

今
回
の
改
正
で
は
、
こ

う
し
た
諸
情
勢
の
変
化
に

対
応
し
、
計
画
の
見
直
し

を
行
い
ま
し
た
。

�
　

本
計
画
の
改
正
に
当
た

っ
て
は
、
ま
ず
市
民
等
か

ら
の
意
見
を
お
聴
き
し
、

本
計
画
に
反
映
さ
せ
る
と

と
も
に
、
市
長
を
本
部
長

と
し
た
流
山
市
男
女
共
同

参
画
推
進
本
部
で
作
成
し

た
素
案
に
対
し
て
、
専
門

家
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
男

改

正

の

方

法

女
共
同
参
画
審
議
会
（
矢

吹
稔
会
長
）
が
審
議
し
答

申
す
る
手
法
を
用
い
て
い

ま
す
＝
写
真
。

　
　�

　

３
つ
の
基
本
目
標
を「
あ

ら
ゆ
る
分
野
へ
の
男
女
共

同
参
画
」、「
男
女
平
等
意

識
の
定
着
」、「
男
女
共
同

参
画
に
係
る
環
境
整
備
の

充
実
」
と
定
め
、
実
現
の

た
め
の
基
本
的
課
題
と
、

具
体
的
な
施
策
の
方
向
を

示
し
ま
し
た
（
図
参
照
）。

�
　

計
画
の
改
正
に
つ
い
て

は
、
男
女
共
同
参
画
審
議

会
か
ら
の
答
申
を
尊
重
し
、

次
の
点
に
配
慮
し
て
改
正

し
て
い
ま
す
。

　

①
施
策
に
つ
い
て
、
誤

解
、
曲
解
の
な
い
よ
う
、

誰
も
が
分
か
り
や
す
い
表

現
を
用
い
ま
す
。

　

特
に「
社
会
的
性
別（
ジ

ェ
ン
ダ
ー
）」に
つ
い
て
定

義
し
た
上
で
、
男
女
の
固

定
的
役
割
分
担
や
偏
見
等

に
よ
る
性
差
別
を
改
め
る

計

画

の

体

系

改

正

の

要

点

に
、
県
・
他
市
町
村
と
の

連
携
、
協
力
に
よ
り
推
進

体
制
の
充
実
を
図
り
、
施

策
推
進
の
た
め
の
拠
点
を

整
備
し
ま
す
。

し
た
。

�
　

市
民
・
団
体
・
企
業
等

と
の
連
携
を
図
る
と
と
も

計

画

の

推

進

概
念
を
「
男
女
の
性
差
に

と
ら
わ
れ
な
い
男
女
平
等
」

と
表
現
し
、
男
女
の
生
物

学
的
な
違
い
の
否
定
や
、

家
族
や
伝
統
文
化
を
破
壊

す
る
考
え
で
は
な
い
旨
を

明
記
し
ま
し
た
。

　

②
高
齢
者
、
障
害
者
、

児
童
等
に
対
す
る
虐
待
や

暴
力
に
つ
い
て
の
対
応
に

配
慮
し
、
育
児
や
介
護
等

で
男
女
が
共
に
責
任
を
担

う
条
件
整
備
の
充
実
を
盛

り
込
み
ま
し
た
。

　

③
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

バ
イ
オ
レ
ン
ス
、
ス
ト
ー

カ
ー
行
為
、
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
児

童
虐
待
、
子
育
て
育
成
支

援
等
に
お
け
る
根
拠
法
令

を
明
記
し
、
市
民
、
企
業
、

行
政
機
関
が
連
携
し
て
取

り
組
む
こ
と
を
配
慮
し
ま

審
議
会
委
員
を
募
集

市
民
参
加
で
計
画
を
推
進

　

改
正
さ
れ
た
男
女
共
同

参
画
プ
ラ
ン
を
、
市
民
、

企
業
、
行
政
等
が
一
体
と

な
っ
て
進
め
て
い
く
た
め
、

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画

審
議
会
委
員
と
し
て
計
画

の
推
進
に
参
画
で
き
る
方

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。

　

▽
対
象
＝
市
内
在
住
の

成
人
▽
募
集
人
員
＝
５
人

以
内
▽
任
期
＝
平
成　

年
１８

８
月
中
旬
か
ら
２
年
間
▽

応
募
方
法
＝
応
募
動
機
と

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
に
向
け
た
考
え
を
８
０

０
字
以
内
に
ま
と
め
、
住

所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

性
別
、
年
齢
、
職
業
、
電

話
番
号
を
明
記
し
、
６
月

　

日
（
必
着
）
ま
で
に
〒

１５２
７
０
―
０
１
９
２
流
山

市
役
所
企
画
政
策
課
男
女

共
同
参
画
室
へ

　基本チェック
～あなたの

バスや電車で１１
日用品の買物を２
預貯金の出し入３
友人の家を訪ね４
家族や友人の相５
階段を手すりや６
椅子に座った状７
１５分くらい続け８
この１年間に転９
転倒に対する不１０
６カ月間で２～１１
ＢＭＩが１８.５以１２
半年前に比べて１３
お茶や汁物等で１４
口の渇きが気に１５
週に１回以上は１６
昨年と比べて外１７
周りの人から「い１８
自分で電話番号１９
今日が何月何日２０
（ここ２週間）毎２１
（ここ２週間）こ２２
（ここ２週間）以前２３
（ここ２週間）自２４
（ここ２週間）わ２５

（注）BMI＝体重（�
　※65歳以上の方の基
の低下、低栄養状態、

男女共同参画を考える
パネル展や講座など

　男女共同参画パネル展
　６月１日から始まる男女雇用機会均等月間にちなみ、イラ

スト入りでやさしく描かれた啓発パネル展を開催します。

　▽日時＝６月１２日�～２８日�８時３０分～１７時２０分（２８日は

１２時まで）▽場所＝市役所市民ギャラリー▽入場料＝無料

　自己表現講座「伝えてますか？あなたの気持ち」
　自分の気持ちや考えを、誠実に率直に表現しスムーズな人

間関係をつくるアサーティブトレーニングを学びます。　

　▽日時＝６月２５日�、７月２日�・９日�１０時～１２時（全

３回）▽場所＝初石公民館▽参加費＝無料▽定員＝３０人（先

着順）▽講師＝馬渡静枝さん（ＮＰＯ法人ウィメンズカウン

セリング千葉）▽申し込み＝電話で男女共同参画室へ※２歳

から就学前児の一時保育有り

　出前講座と書籍等の貸し出し
　１０人以上の団体に対し、「男女共同参画社会基本法」等に

係る出前講座を行います。また、個人には、「男女共同参画」

に係る啓発・学習ビデオ、参考書籍等の貸し出しを行います。

ご希望の方はお問い合わせください。

　□問 企画政策課男女共同参画室�７１５０－６０６４

流山市男女共同参画プランの体系
【基本目標】 【基本的課題と施策の方向】

１．政策・方針決定過程への女性の参画の推進
①各種審議会等への女性の参画を図る
②女性管理職の拡大を図る
③女性のエンパワーメントを図る

２．職業能力の開発と職域拡大の促進
①雇用の場における機会の均等を図る
②女性の能力開発と職域の拡大を図る
③出産や育児を理由に退職した女性の就業機会の拡大を図る
④農業等の自営業に従事する女性の経営・社会参画を促進する

３．男女が共に家庭責任を担う意識の醸成
①家庭における男女共同参画の促進を図る
②講座等の開催条件の整備を図る
③地域活動における男女共同参画の促進を図る

Ⅰ　あらゆる

分野への男女

共同参画

１．男女の性差にとらわれない男女平等教育の推進
①学校における男女の性差にとらわれない男女平等教育の推進
を図る

②固定的な性別役割分担意識にとらわれない職業観の育成を図る
③家庭や地域における男女の性差にとらわれない男女平等教育
の推進を図る

④「社会的性別」の存在に気づく視点を養うための情報提供や
啓発を行う

２．人権尊重の視点に立った性教育の推進
①思春期における心と身体と性の問題に対する保健指導の充実
を図る

②人権尊重の視点に立った性に関する教育の充実を図る
３．就労の場における男女平等意識の高揚
①就労の場における男女平等意識の高揚を図る
②男女雇用機会均等法等の周知を図る

４．女性の人権の尊重
①女性に対する暴力は人権問題であるという認識に立ち、対応
の充実を図る

②女性問題に関する調査・研究を行う
③男女平等の視点から行政の刊行物や事業の見直しを図る
④メディアにおける性の情報と商品化の是正を図る
⑤リプロダクティブ・ヘルス／ライツ（性と生殖に関する健康
・権利）に関する意識の浸透を図る

Ⅱ　男女平等

意識の定着

１．女性が働きやすい職場づくりのための環境整備の充実
①セクシュアル・ハラスメントのない職場環境をつくる
②職場における雰囲気、慣行等の見直しを図る

２．男女が共に責任を担う育児における条件整備の充実
①保育（学童保育）の内容の充実を図る
②子育て支援の充実を図る
③育児休業制度の普及促進を図る

３．男女が共に責任を担う介護等における条件整備の充実
①女性だけでなく男性も共に介護・看護を担い、仕事との両立
を図る

②介護休業制度の普及促進を図る

Ⅲ　男女共同

参画に係る環

境整備の充実

「社会的性別（ジェンダー）」の定義
　人間には、生まれついての生物学的性別があります。
　一方、社会通念や慣習の中には、社会や文化によって作り上げられた「男性像」や
「女性像」があり、このようにして形成された男女の別を「社会的性別（ジェンダ
ー）」といいます。

Mac6 Title:広報ながれやま1113号P4-5.ec6 Page:4  Date: 2006/05/10 Wed 17:20:49



平成１８年５月１５日（月曜日）　　　（　）６第１１１４号

★印のあるものは市主催のものです 

第２１７回サロンコンサート 
�♪　今月は新人演奏会　�♪

　▽日時＝５月２６日�１２時１５分～▽場所＝市役所市民ギャラリー▽
テーマ＝第１５回新人演奏会～羽ばたけ、遥かなる大空へ～▽出演
／曲目＝①梅田恵里（ヴァイオリン）／４つのロマンティックな小品
作品７５－２・タイスの瞑想曲②上村真理子（ピアノ）／〈版画〉より　
塔③吉田真利子（ピアノ）／ラ・カンパネラ④山下由紀子（ピアノ）／
〈鏡〉より　道化師の朝の歌⑤柴田尚子（ヴァイオリン）／シャコンヌ
　□問 生涯学習課�７１５０－６１０６

�
　

★
男
の
料
理
講
座
（
全

４
回
）

　

▽
期
日
＝
６
月
１
日
・

８
日
、
７
月
６
日
・　

日
１３

の
木
曜
▽
時
間
＝　

時
〜

１０

　

時
▽
場
所
＝
初
石
公
民

１３館
▽
対
象
／
定
員
＝
市
内

在
住
の
男
性
（
前
回
受
講

者
を
除
く
）
／　

人
（
多

１６

数
抽
選
）
▽
内
容
＝
調
理

実
習
「
ご
飯
の
炊
き
方
、

み
そ
汁
の
作
り
方
、
野
菜

料
理
や
煮
物
な
ど
」
▽
参

加
費
＝
３
０
０
０
円
（
教

材
費
）
▽
申
し
込
み
＝
往

復
ハ
ガ
キ
に
講
座
名
、
住

講
座
・
講
演

所
、
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、

年
齢
、
電
話
番
号
、
返
信

用
に
宛
名
を
明
記
の
上
、

５
月　

日
（
必
着
）
ま
で

２２

に
〒
２
７
０
―
０
１
７
６

流
山
市
加
１
―　

―
２
文

１６

化
会
館
へ

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５

８
―
３
４
６
２

　

★
古
文
書
講
座
〜
郷
土

史
研
究
の
基
礎
を
習
得
〜

（
全
４
回
）

　

▽
期
日
＝
６
月
４
日
・

　

日
、
７
月
２
日
・　

日

１８

３０

の
日
曜
▽
時
間
＝　

時　
１３

３０

分
〜
▽
場
所
＝
中
央
図
書

館
▽
対
象
／
定
員
＝
市
民

／　

人
（
先
着
順
）
▽
内

５０
容
＝
市
内
に
残
さ
れ
て
い

る
古
文
書
な
ど
か
ら
、
郷

土
史
研
究
に
お
け
る
歴
史

学
的
論
考
の
基
礎
を
習
得

▽
参
加
費
＝
２
０
０
円 

（
資
料
代
）
▽
申
し
込
み

＝　

日
�
９
時
か
ら
電
話

１６
で
博
物
館
へ

　

□問
 

博
物
館
�
７
１
５
９

―
３
４
３
４

　

★
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ 

ザ
・
プ
ラ
ザ
館
の
教
室

　

①
リ
サ
イ
ク
ル
洋
裁

「
ベ
ス
ト
＆
ス
カ
ー
ト
づ

く
り
」（
全
４
回
）

　

▽
期
日
＝
６
月
７
日
・

　

日
、
７
月
５
日
・　

日

２１

１９

の
水
曜
▽
時
間
＝　

時
〜

１３

　

時
▽
場
所
＝
リ
サ
イ
ク

１６ル
プ
ラ
ザ
・
プ
ラ
ザ
館
▽

定
員
＝　

人（
多
数
抽
選
）

１５

▽
参
加
費
＝
無
料
▽
持
ち

物
＝
和
服
地
ま
た
は
ウ
ー

ル
地
、
製
図
用
紙
（
大
き

め
の
包
装
紙
等
で
可
）、 

筆
記
用
具
、
洋
裁
道
具
一

式
　

②
健
康
ぞ
う
り
づ
く
り

　

▽
日
時
＝
６
月　

日
�

１９

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
リ

１０

１６

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・
プ
ラ

ザ
館
▽
定
員
＝　

人
（
多

１５

数
抽
選
）
▽
参
加
費
＝
３

０
０
円
（
材
料
費
）
▽
持

ち
物
＝
バ
ス
タ
オ
ル
や
シ

ー
ツ
等
の
古
布
、は
さ
み
、

昼
食

　
【
申
し
込
み
】

　

往
復
ハ
ガ
キ
に
参
加
を

希
望
す
る
講
座
名
（
ハ
ガ

キ
１
枚
で
１
講
座
）、住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
返
信

用
に
宛
名
を
明
記
の
上
、

５
月　

日
（
必
着
）
ま
で

２４

に
〒
２
７
０
―
０
１
７
６

流
山
市
下
花
輪
１
９
１
リ

サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ

　

□問
 

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

�
７
１
５
７
―
８
２
５
０

�
　

★
森
の
図
書
館
・
夢
コ

ン
サ
ー
ト

　

▽
日
時
＝
６
月
４
日
�

　

時　

分
（
開
場
）
〜
▽

１３

３０

場
所
＝
森
の
図
書
館
▽
定

員
＝　

人
（
先
着
順
）
▽

８０

テ
ー
マ
＝
こ
ど
も
の
た
め

の
お
ん
が
く
か
い
〜
み
ん

な
で　

う
た
お
う
！
〜
▽

曲
目
＝
「
さ
ん
ぽ
」、「
犬

の
お
ま
わ
り
さ
ん
」、「
ブ

レ
ー
メ
ン
の
お
ん
が
く
た

い
」、「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
メ
ド

レ
ー
」、「
と
な
り
の
ト
ト

ロ
」
ほ
か
▽
出
演
＝
熊
谷

道
子
さ
ん
・
熊
坂
正
実
さ

ん
（
う
た
）、
西
澤
佳
恵
子

さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）
▽
入
場

料
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝

当
日
直
接
会
場
へ

　

□問
 

森
の
図
書
館
�
７
１

５
２
―
３
２
０
０

　

★
人
形
劇
の
つ
ど
い

　

▽
日
時
＝
５
月　

日
�

２４

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
森

１５

１６

の
図
書
館
▽
内
容
＝
「
な

い
た
赤
お
に
」
▽
出
演
＝

映
画
・
公
演

人
形
劇
団
タ
ッ
プ
▽
入
場

料
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝

当
日
直
接
会
場
へ

　

□問
 

中
央
図
書
館
�
７
１

５
９
―
４
６
４
６

�
　

★
第　

回
流
山
市
小
・

５４

中
学
校
陸
上
競
技
大
会

　

▽
日
時
＝
５
月　

日
�

３０

８
時　

分
（
開
会
式
）
〜

３０

▽
場
所
＝
柏
の
葉
公
園
総

合
競
技
場
（
柏
市
）

　
【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
】

　

同
陸
上
競
技
大
会
の
当

日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活

動
し
て
い
た
だ
け
る
役
員

を
募
集
し
ま
す
。

　

▽
応
募
資
格
＝
市
内
在

住
の　

歳
〜　

歳
の
方
▽

１９

２５

募
集
人
員
＝
５
〜　

人
▽

１０

内
容
＝
①
招
集
係
②
場
内

司
令
③
監
察
④
出
発
※
③

④
は
経
験
者
▽
申
し
込
み

＝
５
月　

日
�
ま
で
に
直

１９

接
指
導
課
窓
口
へ

　

□問
 

指
導
課
�
７
１
５
０

―
６
１
０
５

�
　

学
童
保
育
所
の
指
導
員

募
集

　

①
江
戸
川
台
学
童
ク
ラ

ブ
（
江
戸
川
台
）

　

▽
勤
務
内
容
＝
江
戸
川

台
小
１
〜
３
年
生
の
放
課

後
保
育
▽
勤
務
時
間
＝
月

〜
金
曜
…　

時　

分
〜　

１３

３０

１９

時
、
土
曜
…
８
時
〜　

時
１９

の
間
で
６
時
間
以
内
▽
時

間
給
＝
８
０
０
円
（
交
通

費
別
途
支
給
）
※
就
業
規

大
会
・
試
合

資
格
・
求
人

則
あ
り
。
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
を

　

□問
 

江
戸
川
台
学
童
ク
ラ

ブ
�
７
１
５
４
―
２
２
７

７
　

②
た
ん
ぽ
ぽ
学
童
ク
ラ

ブ
（
西
深
井
）

　

▽
勤
務
内
容
＝
西
深
井

小
１
〜
３
年
生
の
放
課
後

保
育
※
詳
細
は
問
い
合
わ

せ
を

　

□問
 

た
ん
ぽ
ぽ
学
童
ク
ラ

ブ
�
７
１
５
５
―
３
６
３

６
　

平
成　

年
度
国
家
公
務

１８

員
採
用
Ⅲ
種
（
税
務
）
試

験
　

▽
受
験
資
格
＝
昭
和　
６１

年
４
月
２
日
〜
平
成
元
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
▽

第
１
次
試
験
＝
９
月
３
日

�
／
教
養
試
験
、
適
性
試

験
、
作
文
試
験
▽
第
２
次

試
験
＝　

月　

日
�
〜　

１０

１２

１９

日
�
の
う
ち
指
定
す
る
日

／
人
物
試
験
、
身
体
検
査

▽
申
込
書
の
受
付
期
間
＝

６
月　

日
�
〜　

日
�
※

２０

２７

申
込
書
は
５
月
８
日
か
ら

交
付
。
詳
細
は
問
い
合
わ

せ
を

　

□問
 

松
戸
税
務
署
�
０
４

７
―
３
６
３
―
１
１
７
１

�
　

★
国
保
運
営
協
議
会

　

▽
日
時
＝
５
月　

日
�

２５

　

時　

分
〜
▽
場
所
＝
市

１３

１５

役
所
▽
内
容
＝
国
保
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
な

ど
　

□問
 

国
保
年
金
課
�
７
１

５
０
―
６
０
７
７

施
策
会
議　
傍聴可

電波は正しく使おう！
　総務省では、６月１日から１０日まで「電波利用保護旬
間」として、電波を正しく使うよう呼び掛けています。
なお、電波に対するご相談は関東総合通信局へ。
　□問 関東総合通信局…不法無線局による混信・妨 
害�０３－５５６２－７５５５／テレビ・ラジオの受信障害 
�０３－５２２０－５６９０／地上デジタル放送の相談� 
０３－５２２０－５６９３

　献血にご協力を　
　

　▽日時＝５月１８日�１０時～１６時▽場所＝
江戸川台駅西口▽献血のできる方＝１６歳～
６９歳の健康な方（６５歳以上の方は、６０歳か
ら６４歳までに献血経験がある方）※献血手
帳がある方は持参
　□問 保健センター�７１５４－０３３１

　

危
険
物
取
扱
者
保
安
講

習
会

　

▽
期
日
＝
７
月
７
日
�

▽
時
間
／
対
象
＝
①
９
時

　

分
〜　

時　

分
／
給
油

２０

１２

５０

取
扱
所
②　

時　

分
〜　

１３

１０

１６

時　

分
／
そ
の
他
の
事
業

４０
所
▽
場
所
＝
文
化
会
館
▽

受
講
料
＝
４
７
０
０
円

（
県
収
入
証
紙
）
▽
申
し

込
み
＝
予
防
課
、
各
消
防

署
で
配
布
し
て
い
る
所
定

の
用
紙
に
必
要
事
項
を
明

記
の
上
、
５
月　

日
か
ら

２９

６
月
２
日
ま
で
に
消
防
本

部
予
防
課
へ
※
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
を

　

□問
 

予
防
課
�
７
１
５
８

―
０
２
７
０

　

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
基

礎
講
座
（
全　

回
）

１２

　

▽
期
日
＝
７
月　

日
〜

１５

　

月　

日
の
土
曜
▽
時
間

１０

１４

＝
９
時
〜　

時
▽
場
所
＝

１２

野
田
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー
（
野
田
市
）
▽
内
容

＝
ア
ド
ビ
社
製
デ
ザ
イ
ン

関
連
ソ
フ
ト
で
あ
る
イ
ラ

ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
操
作
方

法
を
学
ぶ
▽
定
員
＝　

人
２０

（
先
着
順
）
▽
参
加
費
＝

２
万
８
８
０
０
円
※
別
途

テ
キ
ス
ト
代
あ
り
▽
申
し

込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
、
返
信
用
に
宛
名
を

明
記
の
上
、
〒
２
７
８
―

０
０
３
１
野
田
市
中
根
３

２
３
―
３
野
田
地
域
職
業

訓
練
協
会
「
イ
ラ
ス
ト
レ

ー
タ
ー
基
礎
講
座
」
係
へ

　

□問
 

さ
わ
や
か
ワ
ー
ク
の

だ
�
７
１
２
１
―
１
１
８

４

改正動物愛護法　飼い犬・猫の引き取りが有料に　　　　　　　　６月１日から施行
　「動物の愛護及び管理に関する法律」が改正され、
６月１日から「改正動物愛護法」が施行されます。
　主な内容は次のとおりです。
　■柏健康福祉センターが行っている飼い犬・猫の

引き取りが有料になります（市役所では引き取
り業務は行えません）。手数料は、１頭に付き
２,０００円（生後９１日未満の犬・猫は４００円）です。
※犬や猫などの愛護動物を捨てた場合には、５０
万円以下の罰金が科せられます

　■ペットショップなどの動物取扱業を行っている
方は、保健所への登録申請（１５,０００円）が必要に
なります。

　■サル、トラ、ワニなど、人に害を加える恐れがあ
る動物を飼養している方は、新たに保健所への
許可申請（１７,０００円）が必要になります。

　□問 柏健康福祉センター�７１６７－１２５５

　

母
子
家
庭
等
に
対
し
支

給
さ
れ
て
い
る
「
児
童
扶

養
手
当
」
の
額
が
、
４
月

か
ら
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

�例
 
　

母
と
児
童
１
人
の

世
帯
で
…
①
収
入
が
１
３

０
万
円
未
満
の
場
合
は
、

全
部
支
給
（
月
額
４
万
１

７
２
０
円
）。②
収
入
が
１

３
０
万
円
以
上
３
６
５
万

円
未
満
の
場
合
は
、
一
部

支
給
（
収
入
に
応
じ
て
月

額
４
万
１
７
１
０
円
〜
９

８
５
０
円
）と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
受
給
さ
れ

て
い
る
方
に
は
、
７
月
下

旬
に
現
況
届
を
送
付
す
る

際
に
改
定
内
容
が
分
か
る

案
内
文
を
同
封
す
る
予
定

で
す
。
※
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
を

　

□問
 

子
育
て
支
援
課
�
７

１
５
０
―
６
０
８
２

児
童
扶
養
手
当 

支
給
額
が
改
定

国内ハンセン病療養所入所者等の方
補償金の請求は６月２１日までに

　
　補償金の支給対象となる方は、平成８年３月３１日ま
でに国内ハンセン病療養所に入所されていた方で、
「ハンセン病療養所入所者等に対する補償金の支給等
に関する法律」の施行日（平成１３年６月２２日）において
生存されている方です。ただし、既に補償金を受けら
れている方、ハンセン病に関する裁判上の和解が成立
されている方は補償金の請求ができません。
　▽補償金の請求期限＝６月２１日�まで▽請求書の配
付窓口＝①県庁健康福祉部疾病対策課感染症対策室
（�０４３－２２３－２６６５）②柏健康福祉センター
健康生活支援課（�７１６７－１２５５）
　【請求書の提出・問い合わせ先】
　　　厚生労働省健康局疾病対策課ハンセン病係
　　　　�０３－５２５３－１１１１
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第１１１４号（　）　　　平成１８年５月１５日（月曜日）７

　きらら手工芸作品展（流山市文化協会手工芸部きらら会
主催）＝５月１６日�～２１日�１０時～１６時３０分（１６日は１３時か
ら、２１日は１６時まで）、杜のアトリエ黎明。入場料無料□問 
大塚�７１５８－０６１２
　てまり展示会（ＴＢＳ白寿てまり会主催）＝５月１６日�
～２１日�１０時～１７時（２１日は１６時３０分まで）、森の図書館。
入場料無料□問 鈴木�７１５４－３２０３
　混声合唱団カンティアーモ「無料体験見学会」＝５月２０
日�・２７日�１９時～２０時３０分、思井福祉会館□問 伊藤�
７１５８－０６４２
　友愛セール（全国友の会　流山支部主催）＝５月２５日�
１０時３０分～１１時３０分、初石公民館。入場料無料※売り上げ
はチャリティで福祉へ□問 三宅�７１５３－１７６７
　大人のピアノコンサート（メゾピアノの会主催）＝５月
２７日�１３時（開演）～、さわやかちば県民プラザ（柏市）。
入場料無料□問 内堀�７１５５－６５６７
　さつま芋のかすてらと芋やきを作りましょう（スウィー
トクラブ主催）＝５月２７日�１０時～１４時、初石公民館。参
加費７００円□問 坂巻�７１５２－１０６９
　流山切手展２００６（流山郵趣会主催、市教委後援）＝５月
２７日�・２８日�１０時～１６時、南流山センター。入場料無料
□問 植村�７１５８－３６２７

市民伝言板�

□�問�秘書広報課�� 7150　6063

　このコーナーに掲載を希望する方は秘書広報課、各公民館、
南流山センター、森の図書館、各福祉会館、市民総合体育館
にある掲載申込書に必要事項を記入の上、掲載希望号の１カ
月前（イベント掲載希望者のみ）までに秘書広報課に提出を。�
　なお、掲載する内容はイベント名・サークル名、開催日
時・場所、問い合わせ先です。また、内容の確認は当事者間
でするようにお願いします。�

－�

イ ベ ン ト

　第４３回芸能祭　チャリティーバザーと歌謡ショー（流山市歌
謡演芸連合会主催）＝５月２８日�１０時～１７時、文化会館。入場
料無料□問 土井�７１５８－００９２
　流山江戸川カヌークラブ初心者講習会＝５月２８日�９時～１３時、
加６丁目地先の江戸川堤。参加費３,０００円□問 酒巻�７１５９－
０９２２
　無料オカリナプチ体験（音楽の陽だまり主催）＝５月３１日�
１０時～１１時３０分、生涯学習センター※要申し込み（オカリナは
お貸しします）□問 伊藤�７１５２－１８７１
　家庭教育セミナー　家庭教育ってなあに？（楽しい子育てボ
ランティアの会「ハッピー」主催）＝５月３１日�１０時～１１時３０
分、南流山センター。参加費無料※託児あり□問 鈴木�７１５０
－３０９５
　アンサンブル・ヴィヴァーチェ　リコーダーコンサート＝６
月１０日�１４時（開演）～１５時３０分、アミュゼ柏（柏市）。入場
料無料□問 砂川�７１５４－７０３５
　カヌー初心者講習会（流山カヌークラブ主催）＝６月１１日�、
７月９日�、８月６日�９時３０分～１２時、流山北高校地先の江戸川堤。
参加費１回３,０００円※定員１５人□問 大平�７１５０－２１１９
　第２７回流山市家庭婦人ソフトテニス大会（流山市ソフトテニ
ス連盟主催）＝６月２０日�８時～１６時（予備日６月２７日）、市総合
運動公園庭球場。参加費１人１,３００円□問 磯 部�７１４４－
５９２４

公
民
館
パ
ソ
コ
ン
講
座

�
　

★
め
ざ
せ
万
歩
人
シ
リ

ー
ズ
６
「
つ
く
ば
エ
ク
ス

プ
レ
ス
」
に
乗
っ
て
「
筑

波
宇
宙
セ
ン
タ
ー
」
へ
行

こ
う
！

　

▽
日
時
＝
５
月　

日
�

２１

８
時　

分
〜　

時
※
雨
天

３０

１２

中
止
▽
集
合
場
所
／
受
付

時
間
＝
Ｔ
Ｘ
流
山
お
お
た

か
の
森
駅
改
札
口
前
／
８

時
〜
８
時　

分
▽
内
容
＝

２０

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
で「
流

山
お
お
た
か
の
森
駅
」
か

ら
「
つ
く
ば
駅
」
へ
。
つ

く
ば
市
内
「
つ
く
ば
駅
―

宇
宙
セ
ン
タ
ー
―
エ
ク
ス

ポ
セ
ン
タ
ー
」
を
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
（
約
６
�
）
※
現

地
解
散
▽
参
加
費
＝
無
料

（
交
通
費
は
自
己
負
担
）

▽
持
ち
物
＝
水
筒
、
タ
オ

ル
、
帽
子
、
雨
具
、
着
替

え
等
※
昼
食
は
各
自
で
▽

申
し
込
み
＝
当
日
直
接
集

合
場
所
へ

　

□問
 

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー

ツ
振
興
係
�
７
１
５
９
―

５
２
５
２ そ

の
他

　

★
再
生
品
の
販
売

　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・

プ
ラ
ザ
館
で
は
、
粗
大
ご

み
と
し
て
出
さ
れ
た
自
転

車
や
家
具
等
を
修
理
再
生

し
て
安
価
で
販
売
し
ま
す
。

　

①
再
生
自
転
車

　

▽
申
込
期
間
＝
５
月　
１５

日
�
〜　

日
�
▽
受
付
時

２９

間
＝
９
時
〜　

時
▽
申
込

１７

資
格
＝
市
内
在
住
・
在 

勤
・
在
学
の
方
で
、
１
世

帯
１
台
ま
で
※
過
去
に
当

選
し
た
世
帯
の
方
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
▽
申
込
方
法

＝
申
込
期
間
中
に
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ
・
プ
ラ
ザ
館

で
直
接
申
し
込
み
（
多
数

抽
選
、
結
果
は
当
選
者
の

み
に
通
知
）

　

②
再
生
家
具

　

再
生
家
具
は
先
着
順
で

販
売
し
て
い
ま
す
。

　

▽
申
込
資
格
＝
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方 

で
、
１
世
帯
１
カ
月
に
１

点
ま
で

　

※
自
転
車
、
家
具
と
も

に
品
物
は
現
金
と
引
き
換

え
で
、
運
搬
は
各
自
で
お

願
い
し
ま
す
。
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
を

　

□問
 

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

�
７
１
５
７
―
８
２
５
０

　

★
南
流
山
親
子
プ
レ
ス

ク
ー
ル
「
お
た
ま
じ
ゃ
く

し
」（
全
７
回
）

　

▽
期
日
＝
６
月　

日
、

２６

７
月
３
日
・　

日
、
９
月

２４

４
日
・　

日
、　

月
２
日

１１

１０

・　

日
の
月
曜
▽
時
間
＝

２３

　

時
〜　

時　

分
▽
場
所

１０

１１

３０

＝
南
流
山
セ
ン
タ
ー
▽
対

象
／
定
員
＝
市
内
在
住
の

３
歳
児
と
そ
の
親
／　

組
２０

（
先
着
順
）
▽
内
容
＝
簡

単
な
英
語
の
歌
、
工
作
、

ゲ
ー
ム
な
ど
▽
参
加
費
＝

無
料
（
材
料
費
は
自
己
負

担
）
▽
申
し
込
み
＝
５
月

　

日
�
９
時
か
ら
電
話
で

２９南
流
山
セ
ン
タ
ー
へ
※
活

動
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
け

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集

し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
を

　

□問
 

南
流
山
セ
ン
タ
ー
�

７
１
５
９
―
４
５
１
１　

　

★
東
葛
中
部
地
区
連
合

水
防
団
の
水
防
演
習

　

流
山
市
、
松
戸
市
で
構

成
す
る
「
東
葛
中
部
地
区

連
合
水
防
団
」
に
よ
る
水

防
演
習
を
実
施
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

▽
日
時
＝
５
月　

日
�

２７

８
時　

分
〜　

時　

分
▽

３０

１０

３０

場
所
＝
江
戸
川
河
川
敷

（
木
地
先
）
▽
演
習
内
容

＝
竹
尖
げ
、土
の
う
作
り
、

五
徳
縫
い
、
釜
段
工
な
ど

　

□問
 

河
川
課
�
７
１
５
０

―
６
０
９
５

　

来
春
学
校
卒
業
予
定
者

求
人
等
説
明
会

　

▽
日
時
＝
６
月
２
日
�

　

時
〜　

時　

分
▽
場
所

１４

１５

３０

＝
新
・
松
戸
商
工
会
館（
松

戸
市
）
▽
対
象
＝
事
業
主

の
方
▽
内
容
＝
平
成　

年
１９

３
月
新
規
学
校
卒
業
予
定

者
の
求
人
と
選
考
お
よ
び

求
人
票
の
記
載
に
つ
い
て

▽
申
し
込
み
＝
電
話
で
松

戸
公
共
職
業
安
定
所
へ
※

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

松
戸
公
共
職
業
安
定

所
�
０
４
７
―
３
６
７
―

８
６
０
９

　

ガ
ソ
リ
ン
、
混
合
油
を

購
入
の
際
は
ご
注
意
を

　

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で

ガ
ソ
リ
ン
を
容
器
で
購
入

す
る
際
は
、
消
防
法
に
適

合
し
た
金
属
製
容
器
（
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
等
で
販
売
）

を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。　
１８

リ
ッ
ト
ル
の
ポ
リ
容
器
で

は
、
違
法
と
な
る
た
め
購

入
で
き
ま
せ
ん
。
搬
送
の

際
に
も
、
漏
れ
な
ど
に
十

分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。　

　

※
セ
ル
フ
式
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
で
は
、
ガ
ソ
リ

ン
の
容
器
等
に
詰
め
替
え

販
売
は
で
き
ま
せ
ん

　

□問
 

予
防
課
�
７
１
５
８

―
０
２
７
０

　

２
０
０
６
年
度
「
国
際

交
流
祭
り
」（
流
山
市
国
際

交
流
協
会
主
催
）

　

▽
日
時
＝
５
月　

日
�

２０

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
南

１２

１６

流
山
セ
ン
タ
ー
▽
内
容
＝

外
国
の
方
と
軽
食
を
囲
ん

で
の
交
歓
会
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
（
小
学
生
に
よ
る

吹
奏
楽
、
子
ど
も
ク
ラ
シ

ッ
ク
バ
レ
エ
、
手
品
、
ロ

ッ
ク
ソ
ー
ラ
ン
）、ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
な
ど
▽
参
加
費
＝

５
０
０
円
（
会
員
は
３
０

０
円
）
▽
申
し
込
み
＝
当

日
直
接
会
場
へ
※
駐
車
場

が
狭
い
た
め
、
車
で
の
来

場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

　

□問
 

企
画
政
策
課
内
流
山

市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

�
７
１
５
０
―
６
０
６
４

　

パ
ソ
コ
ン
初
心
者 

　

支
援
講
座
（
全
２
回
）

　

▽
期
日
＝
６
月
８
日
� 

・
９
日
�
▽
時
間
＝　

時
１３

　

分
〜　

時　

分
▽
場
所

３０

１６

３０

＝
文
化
会
館
▽
対
象
／
定

員
＝
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
で

文
字
入
力
の
で
き
る
方
／

　

人
（
多
数
抽
選
）
▽
覚

１２え
た
い
内
容
＝
①
ワ
ー
ド

②
エ
ク
セ
ル
③
メ
ー
ル
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
④
写
真

編
集
（
デ
ジ
カ
メ
写
真
）

▽
参
加
費
＝
２
０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
等
）
▽
申

し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に

講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
覚
え

た
い
内
容
（
①
〜
④
の
う

ち
１
つ
選
択
）、返
信
用
に

宛
名
を
明
記
の
上
、
５
月

　

日
（
必
着
）
ま
で
に
〒

２２２
７
０
―
０
１
７
６
流
山

市
加
１
―　

―
２
文
化
会

１６

館
へ

　

パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座 

（
全
３
回
）

　

▽
期
日
＝
６
月　

日
�

１４

・　

日
�
・　

日
�
▽
時

１５

１６

間
＝　

時
〜　

時
▽
場
所

１０

１２

＝
文
化
会
館
▽
対
象
／
定

員
＝
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
／

　

人
（
多
数
抽
選
）
▽
参

１８加
費
＝
１
０
０
０
円
（
テ

キ
ス
ト
代
等
）
▽
申
し
込

み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
講
座

名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、一
時
保
育（
１

歳
半
〜
就
学
前
児
）
を
希

望
の
方
は
子
ど
も
の
名
前

と
年
齢
、
返
信
用
に
宛
名

を
明
記
の
上
、
５
月　

日
２２

（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７

０
―
０
１
７
６
流
山
市
加

１
―　

―
２
文
化
会
館
へ

１６

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 

　

メ
ー
ル
講
座（
全
２
回
）

　

▽
期
日
＝
６
月　

日
� 

２２

・　

日
�
▽
時
間
＝
９
時

２３
〜　

時
▽
場
所
＝
文
化
会

１２
館
▽
対
象
／
定
員
＝
パ
ソ

コ
ン
初
心
者
／　

人
（
多

２０

数
抽
選
）
▽
内
容
＝
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情
報
検
索

か
ら
メ
ー
ル
の
送
受
信
ま

で
▽
参
加
費
＝
１
０
０
０

円
（
テ
キ
ス
ト
代
）
▽
申

し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に

講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
返
信

用
に
宛
名
を
明
記
の
上
、

５
月　

日
（
必
着
）
ま
で

２２

に
〒
２
７
０
―
０
１
７
６

流
山
市
加
１
―　

―
２
文

１６

化
会
館
へ

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５

８
―
３
４
６
２

流流流流流流流流流流流流流流流流山山山山山山山山山山山山山山山山のののののののののののののののの民民民民民民民民民民民民民民民民話話話話話話話話話話話話話話話話をををををををををををををををを英英英英英英英英英英英英英英英英訳訳訳訳訳訳訳訳訳訳訳訳訳訳訳訳流山の民話を英訳 
市市市市市市市市市市市市市市市市民民民民民民民民民民民民民民民民英英英英英英英英英英英英英英英英会会会会会会会会会会会会会会会会話話話話話話話話話話話話話話話話講講講講講講講講講講講講講講講講座座座座座座座座座座座座座座座座ににににににににににににににににごごごごごごごごごごごごごごごご参参参参参参参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加加加加加加加をををををををををををををををを市民英会話講座にご参加を

　市内中学校で英語の授業を担当している外
国人の指導助手と、流山の民話を英訳し、史
跡散策しながら英会話を楽しみます。
　▽日時＝６月２日�１０時～１５時※雨天決行
▽場所＝文化会館（午後は流山の民話にまつ
わる史跡を散策）▽対象／定員＝市民／２０人
（多数抽選）▽参加費＝無料（交通費は自己
負担。昼食は各自で）▽申し込み＝往復ハガ
キに講座名、住所、氏名、年齢、電話番号、
返信用に宛名を明記の上、５月２４日（消印有
効）までに〒２７０－０１９２流山市教育委員会指導
課へ※グループでの申し込みはご遠慮くださ
い
　□問 指導課�７１５０－６１０５

　

公
民
館
で
は
、
流
山
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
共

催
で
、
個
人
指
導
形
式
の
「
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
支
援
講
座
」

を
開
催
し
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
や
っ
て
み
た
い
こ

と
が
自
分
の
ペ
ー
ス
で
学
べ
ま
す
。
ま
た
、
好
評
の
「
パ

ソ
コ
ン
入
門
講
座
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
メ
ー
ル
講
座
」
も

開
催
し
ま
す
。

自動車税の納付を
　自動車税の納期限は、５月３１日です。自動車税事務
所から納税通知書が送付されますので、金融機関など
で早めに納めましょう。
　□問 自動車税事務所�０４３－２４３－２７２１／
松戸県税事務所�０４７－３６１－２１９３

※ダイオキシン類の測定は１カ月間連続してサンプリングし、検査に約２カ月を要する
ことから結果の公表が遅れます
　□問 リサイクル推進課�７１５７－８２５０

クリーンセンター大気質環境測定結果　　　（平成１８年２月・３月）
測定数値　保証数値法・条例に

よる規制値項　　　目

１以下３月１０以下ー硫黄酸化物
（ppm）

排　

出　

ガ　

ス

大　
　

気　
　

質

６以下３月３０以下２５０以下窒素酸化物
（ppm）

２以下３月１０以下４３０以下塩化水素
（ppm）

１以下３月５以下８０以下ばいじん
（mg/�Ｎ）

０.００１以下３月０.０３以下ー水銀
（mg/�Ｎ）

０.００００７２以下２月０.０１以下１以下ダイオキシン類
（ng‐ＴＥＱ/�Ｎ）

合　　計下　　り上　　り④日平均
　交通量 ９８,０８９台５０,０５９台４８,０３０台

①昼６０デシベル・朝夕５５デシベル・夜５０デシベルの協定値を超えた時間
②連続した３カ月間に日平均値が０.０４ppmを超えた日数（０.０６ppmを超えた日数）
③日平均値が０.１０mg／�を超えた日が２日以上連続したことの有無
　□問 環境保全課�７１５０－６０８３

常磐自動車道測定結果　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成１８年３月）
青　田東初石西初石若葉台項　　　目

２９２０７６１７時　間①騒音　

２（０）２（０）６（０）２（０）日②ＮＯ２　　

無無無無有　無③ＳＰＭ　
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平成１８年５月１５日（月曜日）　　　（　）８第１１１４号

「
消
防
署
の
下
請
け
の
○

○
会
社
と
言
う
も
の
で 

す
。
法
律
が
変
わ
っ
て
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た

の
で
、
設
置
状
況
を
確
認

さ
せ
て
く
だ
さ
い
」、「
消

防
署
の
許
可
を
得
て
、
町

会
を
回
っ
て
い
ま
す
。
市

役
所
の
許
可
も
あ
り
ま 

す
。
法
律
で
設
置
が
義
務

に
な
り
ま
し
た
。
取
り
付

け
も
含
め
１
個
○
万
円
で

す
」
な
ど
と
、
言
葉
巧
み

に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

販
売
を
す
る
ケ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、「
購
入
し
て
し
ま

っ
た
が
大
丈
夫
か
な
？
」

と
い
う
場
合
に
は
、
す
ぐ

に
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
�
７
１
５
８
―
０
９
９

９
（
平
日
９
時
〜　

時
））

１６

へ
相
談
く
だ
さ
い
。

　

□問
 

予
防
課
�
７
１
５
８

―
０
２
７
０

���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������

わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわ
がががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががが
家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家
にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに
警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警
報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報
器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器
をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを

わ
が
家
に
警
報
器
を

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般
住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住
宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅
にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに
もももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももも
設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設
置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置
義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義
務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務

一
般
住
宅
に
も
設
置
義
務

　

大
切
な
家
族
の
生
命
と
財
産
を

守
る
た
め
、
一
般
住
宅
に
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
す
。
新
築
住
宅
で
は
、
こ

と
し
６
月
１
日
か
ら
、
現
在
お
住

ま
い
の
既
存
住
宅
で
は
、
平
成　
２０

年
６
月
１
日
か
ら
対
象
と
な
り
ま

す
。

人
権
、
お
互
い
に
尊
重
を

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

気
を
つ
け
て
！
訪
問
販
売

法
改
正
の
便
乗
詐
欺
に
注
意
を

　大切な家族の生命と財産を守ろう（出初式から）

市
民
文
芸

原
稿
は
直
接

選
者
へ
お
送

り
く
だ
さ
い
。

※
必
ず
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い

水
見
壽
男　

選　

（
流
山
市
東
深
井　

―　

）

８６５

１１１

　

沼
波
に
囁
か
れ
ゐ
る
芦
の
角 

向
小
金 

関
口　

條
山

　

江
戸
川
の
水
の
ゑ
く
ぼ
や
春
の
月 

西
初
石 

石
戸
谷
貞
夫

　

ぶ
ら
ん
こ
の
生
み
出
す
風
の
中
に
を
り 

富
士
見
台 

後
閑　

達
雄

　

分
け
入
り
て
梅
一
切
の
日
と
な
り
ぬ 

こ
う
の
す
台 

狼　
　
　

司

　

春
風
や
寄
席
の
幟
に
撥
ね
太
鼓 

野
々
下 

今
田　

素
土

【
評
】
一
句
目　

沼
波
の
囁
き
と
い
う
揺
り
か
ご
に
、
芦
の
芽
が
自
然
の
摂
理
に
倣

い
芽
ぐ
み
を
始
め
た
と
い
う
こ
と
か
。
や
が
て
寸
に
伸
び
尺
に
伸
び
て
水
面
に
顔
を

出
し
、
波
と
風
の
本
当
の
囁
き
を
聞
く
絵
柄
と
な
る
。
二
句
目　

江
戸
川
の
水
面
の

月
影
を
、
え
く
ぼ
と
見
立
て
た
と
こ
ろ
が
、
写
生
の
技
で
あ
る
。
固
有
名
詞
・
普
通

名
詞
の
上
五
下
五
が
厳
然
と
精
彩
を
放
つ
。
三
句
目　

自
然
の
中
の
息
づ
き
を
感
じ

さ
せ
る
一
句
で
あ
る
。
ぶ
ら
ん
こ
の
生
み
出
す
風
が
、
こ
れ
ほ
ど
快
く
心
を
弾
ま
せ

る
と
い
う
こ
と
が
、
嬉
し
い
。
四
句
目　

一
切
が
梅
梅
梅
。
梅
林
の
省
略
を
効
か
し

た
句
柄
。
作
句
の
要
諦
を
心
得
た
作
品
で
一
切
と
い
う
一
語
が
決
め
手
で
あ
る
。
五

句
目　

幟
・
撥
ね
太
鼓
そ
し
て
春
風
と
三
題
噺
め
く
が
、
雰
囲
気
を
持
つ
力
量
の
あ

る
句
柄
で
あ
る
。

俳句

武
田
静
江　

選　

（
流
山
市
松
ケ
丘
４
―　

―　

）

５０５

９０

語
ら
ひ
つ
つ
歩
む
遊
歩
道
の
花
ふ
ぶ
き
家
族
の
親
睦
益
ま
す
深
し

 

西
平
井 

白
坂　

京
子

若
き
日
の
思
い
出
に
残
る
人
は
い
ま
わ
れ
の
前
過
ぐ
る
面
影
ば
か
り

 

松
ケ
丘 

皆
川　

春
秋

年
明
け
て
妻
は
車
椅
子
か
ら
杖
歩
き
一
歩
二
歩
な
り
嬉
し
さ
万
歩

 

東
深
井 

石
川　

正
義

【
評
】
白
坂
氏　

春
風
の
な
か
を
語
り
合
い
な
が
ら
の
遊
歩
道
、
桜
吹
雪
に
包
み
込
ま
れ

る
美
し
さ
と
心
地
よ
さ
に
、
季
節
感
も
あ
り
、
親
し
み
合
え
る
一
場
面
の
遊
歩
道
の
ポ
イ

ン
ト
が
よ
い
。（
作
者
の
年
令
に
沿
う
文
体
の
変
化
が
そ
ろ
そ
ろ
見
え
て
き
て
も
よ
い
の
で

は
）
皆
川
氏　

は
る
か
な
日
の
ロ
マ
ン
か
愛
着
か
、
記
憶
は
新
し
い
ド
ラ
マ
と
し
て
印
象

的
で
謎
め
く
、
実
像
と
幻
影
は
プ
ラ
ス
、
マ
イ
ナ
ス
で
あ
り
、「
わ
れ
の
前
過
ぐ
る
」
が
犀

利
な
表
現
、
感
覚
と
し
て
面
白
い
。
石
川
氏　

新
年
と
共
に
、
車
椅
子
の
妻
が
自
身
の
杖

で
歩
け
た
、
二
重
の
喜
び
を
躍
如
と
つ
か
み
、
見
守
る
作
者
の
弾
ん
だ
息
吹
が
〈
万
歩
を

目
標
に
〉
と
家
族
の
心
願
と
な
っ
て
く
る
、
努
力
と
心
の
温
も
り
に
み
た
さ
れ
た
一
首
に

共
感
。

短歌詩

小
林
稔　

選　
（
流
山
市
江
戸
川
台
西
４
―
１
０
９　
宮
田
方
）

　

風

野　

　々

下　
　
　

山
口　

喜
美
子

ま
だ
覚
め
切
ら
ぬ
私
の
頬
に

さ
わ
や
か
な
今
朝
の
風

今
日
も
一
日
晴
れ
ま
す
よ
う
に

ゆ
っ
く
り　

空
を
見
上
げ
る

公
園
で
遊
ぶ
子
供
た
ち

お
母
さ
ん
に
見
守
ら
れ
な
が
ら

泣
い
た
り　

笑
っ
た
り

滑
っ
た
り　

転
ん
だ
り

そ
の
中
を　

風
が
通
り
過
ぎ
て
い
る

誰
に
も
気
づ
か
れ
る
こ
と
な
く

か
す
か
な
風
に
咲
き
始
め
た
花
も
揺
れ
て
い
る

急
に
立
ち
止
ま
る
風

穏
や
か
な
風　

凶
暴
な
風

風
を
感
じ
る
こ
と
は
生
き
る
こ
と

今
日
も　

私
の
心
を
吹
き
抜
け
て
い
く

【評】世界の初め、風は激しく吹いていたであろう。植物は風
に鍛えられ育つという。私たちも時に風に刃向かいながら自らを

強くしていく。風は目には見えないが物を動かし、音で伝え、触

れることでその存在を知らせる。確かに、風を感じることは生き

ている実感を呼び起こす。人が素早く立ち去った後も、風は立ち

上がる。

古紙100％再生紙、大豆油インク使用�
掲載記事へのお問い合わせの際は、電話番号をお間違えのないようにお願いします

本紙掲載の募集記事等にかかる応募者の個人データについては、当該目的以外では使用しません

火災警報器
　

就
寝
中
に
火
災
が
起
き

た
ら
…
。
全
国
で
は
、
火

災
に
よ
っ
て
毎
年
約
２
０

０
０
人
が
亡
く
な
ら
れ
、

約
８
０
０
０
人
が
負
傷
し

て
い
ま
す
。
市
内
で
も
、

こ
と
し
１
月
か
ら
４
月
ま

で
の
わ
ず
か
４
カ
月
で　
２７

件
も
の
火
災
が
発
生
。
そ

の
う
ち
建
物
火
災
は　

件
、

１８

防
ぐ
た
め
に
設
置
す
る
も

の
で
す
。
今
回
の
法
改
正

で
は
「
煙
式
警
報
器
」
を

設
置
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ど
こ
に
付
け
る
の

　

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
部
屋
は
寝
室
で
、

寝
室
が
２
階
以
上
の
場
合

に
は
階
段
に
も
設
置
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

他
の
部
屋
や
避
難
経
路

と
な
る
廊
下
に
つ
い
て
は
、

必
要
に
応
じ
て
設
置
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。ま
た
、

台
所
な
ど
火
災
発
生
の
恐

れ
が
大
き
い
部
分
に
つ
い

て
も
設
置
に
努
め
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
取
り

付
け
場
所
は
、
天
井
や
壁

で
、
既
存
の
住
宅
で
も
簡

単
に
取
り
付
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
取

扱
店
に
お
聞
き
に
な
る
か
、

取
扱
説
明
書
を
ご
ら
ん
く

だ
さ
い
。
な
お
、
業
者
に

よ
る
点
検
義
務
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

ど
こ
で
買
え
る
の

　

火
災
警
報
器
は
、
防
災

設
備
取
扱
店
や
家
電
量
販

店
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な

ど
で
購
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
消
防
署
で
は
販

売
し
ま
せ
ん
の
で
、
訪
問

販
売
の
詐
欺
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
価
格
は
さ
ま
ざ

ま
で
す
が
５
千
円
前
後
で

販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

購
入
の
目
安
と
し
て
は

「
火
災
警
報
器
の
基
準
適

合
性
認
証
マ
ー
ク
」
を
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ＵＬ規格
適合マーク

日本消防検定協会
鑑定マーク

東京消防庁
確認マーク

アメリカ合衆国が開発
した製品安全性評価規
格（UL２１７規格）のうち、
２００１年１０月２１日に改訂
した規格以降の規格に
適合し、認証を取得し
たもの

日本消防検定協会 
の鑑定に適合した 
もの

東京消防庁
が確認した 
もの

の
柏
レ
イ
ソ
ル
の
鈴
木
達

也
選
手
と
小
林
亮
選
手
が

サ
ン
ラ
イ
ズ
流
山
を
訪
問

し
ま
し
た
＝
写
真
。

　

サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
世
代

を
超
え
た
交
流
を
図
ろ
う

と
�
さ
わ
や
か
福
祉
財
団

の
呼
び
掛
け
で
実
施
し
て

い
る
「
サ
ッ
カ
ー
さ
わ
や

か
広
場
」
と
し
て
、
ま
た
、

　

消
防
署
が
訪
問
販
売
を

特
定
の
業
者
に
依
頼
し
た

り
、
販
売
の
許
可
を
す
る

よ
う
な
こ
と
は
、
絶
対
に

あ
り
ま
せ
ん
。
少
し
で
も

「
お
か
し
い
な
！
」
と
思

っ
た
ら
、
消
防
署
（
�
７

１
５
８
―
０
１
１
９
）
ま

で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

レ
イ
ソ
ル
の
ホ
ー
ム
タ
ウ

ン
活
動
の
一
環
と
し
て
実

施
し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
わ
た
し
の
家
か
ら
も

入
居
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん

が
参
加
。
流
山
東
部
Ｆ
Ｃ

の
少
年
選
手
と
の
リ
フ
テ

ィ
ン
グ
対
抗
ゲ
ー
ム
や
サ

ッ
カ
ー
す
ご
ろ
く
、
的
当

て
Ｐ
Ｋ
合
戦
で
、
子
ど
も

た
ち
も
お
年
寄
り
も
ゲ
ー

ム
に
参
加
し
て
楽
し
い
交

流
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　

次
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
に

は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

「
消
防
署
の
方
か
ら
来
ま

し
た
。
法
律
が
変
わ
っ
て

全
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
が
義
務

に
な
っ
た
の
で
お
宅
を
点

検
さ
せ
て
く
だ
さ
い
」、

　

４
月　

日
、
Ｊ
リ
ー
グ

３０

　

６
月
１
日
は
、
人
権
擁

護
委
員
の
日
で
す
。

　

人
権
と
は
、
私
た
ち
が

社
会
生
活
に
お
い
て
、
幸

福
な
生
活
を
営
む
た
め
に

必
要
な
固
有
の
権
利
で
あ

り
、
こ
の
権
利
は
、
日
本

国
憲
法
に
よ
っ
て
、
す
べ

て
の
国
民
に
保
障
さ
れ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
基

本
的
人
権
を
お
互
い
に
尊

重
し
合
う
と
と
も
に
、
そ

れ
を
自
分
た
ち
の
力
で
大

切
に
守
り
育
て
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。　

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法

務
大
臣
が
委
嘱
し
た
方
々

で
、
市
内
で
は
、
米
山
孝

平
さ
ん
（
東
初
石
）、
稲
葉

智
江
さ
ん
（
三
輪
野
山
）、

秋
月
孝
夫
さ
ん
（
江
戸
川

台
西
）、
岩
澤
清
子
さ
ん

（
松
ケ
丘
）、鏑
木
忠
良
さ

ん
（
駒
木
台
）、
中
田
聰
子

さ
ん
（
野
々
下
）
の
６
人

の
方
々
で
す
。
広
く
人
権

思
想
に
つ
い
て
の
普
及
・

高
揚
の
た
め
に
講
演
会
や

啓
発
活
動
な
ど
を
積
極
的

に
行
い
、
基
本
的
人
権
が

侵
害
さ
れ
な
い
よ
う
監
視

し
、
ご
相
談
に
応
じ
、
法

務
局
と
連
携
し
て
適
切
な

処
置
を
講
じ
て
人
権
侵
害

の
救
済
を
図
る
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
６
月
１
日
�
に

は
人
権
に
関
す
る
特
設
相

談
を
開
設
し
ま
す
。
会
場

は
市
役
所
で
す
。
ご
相
談

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事

前
に
秘
書
広
報
課
へ
ご
予

約
を
。

　

□問
 

秘
書
広
報
課
�
７
１

５
０
―
６
０
６
３

世
代
を
超
え
楽
し
く

世
代
を
超
え
楽
し
く

レ
イ
ソ
ル
選
手
が
サ
ッ
カ
ー
交
流

レ
イ
ソ
ル
選
手
が
サ
ッ
カ
ー
交
流

そ
し
て
３
人
の
方
の
尊
い

生
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

全
国
的
に
見
る
と
住
宅

火
災
に
よ
る
死
亡
者
の
約

半
数
は　

歳
以
上
の
方
々

６５

で
す
。
そ
こ
で
こ
う
し
た

犠
牲
者
を
減
ら
す
た
め
に

消
防
法
が
改
正
さ
れ
、
一

般
住
宅
へ
の
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
が
義
務
付

け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

火
災
警
報
器
っ
て

　

火
災
警
報
器
は
、
煙
や

熱
を
感
知
し
て
、
火
災
の

発
生
を
大
き
な
音
や
光
で

知
ら
せ
る
も
の
で
す
。
就

寝
中
の
逃
げ
遅
れ
な
ど
を
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